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「英語に躓く初学者のための個別最適化をめざした
支援と指導を考える　　　　　　　　　河合 裕美（神田外語大学）

１．企画趣旨説明

＜スライド 1＞

河合 ： 皆さま、おはようございます。本日のオンラ
インセミナーにお越しいただきまして、誠にありが
とうございます。私は神田外語大学の河合裕美と申
します。どうぞよろしくお願いいたします。本日、
オンラインセミナー「英語に躓く初学者のための個
別最適化を目指した支援と指導を考える」には、た
くさんの皆様からお申し込みがありました。ご参加
いただきまして、研究メンバー一同厚く御礼申し上
げます。
　まず、企画趣旨の説明をしたいと思います。我々
研究チームは、英語に躓く英語初学者のため、「英語
初学者」というのは、だいたい小学生から中学生で
すけれども、個別最適化を目指した支援と指導法を
考えたいということで研究チームを結成いたしまし
た。研究チームメンバーは、武庫川女子大学の村上
加代子先生、島根大学の大谷みどり先生、島根大学
の縄手雅彦先生、そして神田外語大学の河合で構成
しております。メンバーからは、この後、話題提供
の際に自己紹介してもらいます。
　まず、このセミナーの企画趣旨を説明させていた
だきたいと思います。

＜スライド 2＞英語教育改革が始まって 3年　成果
は？
英語教育改革が 2020 年度から始まり、もう 3年が
経ちました。まず、英語教育改革の成果を概観した
いと思います。

＜スライド 3＞中高生の英語力

中学生はCEFR1 レベルの英検 3級、高校生は英検
準 2級の取得を目指すということで、このグラフを
見ると、達成率は徐々に高くなっているように思わ
れます。

＜スライド 4＞中 3の英検 3級取得率

英検 3級の取得率は、2013年度の 9.5％に比べて、
2021年度は 27.2％に上昇しています。これらのグ
ラフを見ると、中学生の英語力が向上しているよう
に思われます。ところが、喜んでばかりもいられな
い現実をこれからお話しさせていただきたいと思い
ます。
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＜スライド 5＞英語教育改革が始まって 3年　課題
は？

成果が見られる一方で、課題は何でしょうか。

＜スライド 6＞「英語好きの小学生が減少、中学生
は成績が二極化の傾向　その原因は？」

今年に入りまして、ショッキングなニュースがあ
りました。2023 年 1 月 13 日発行の AduA	 朝日
新聞の記事によると、R4 全国学力・学習状況調査
（2022、文部科学省	国立教育政策研究所）の結果、
英語好きの小学生が減少し、中学生は成績が二極化
しているという傾向が浮き彫りになっています。「英
語が好きではない」「どちらかと言えば、好きではな
い」という小学生が外国語活動のころの 2013 年度
は 23.7%でしたが、教科化以降の 2021 年度では
31.5%と増加していることがわかります。2021年
度の中学生の「英語が好きではない」「どちらかと言
えば、好きではない」は、2013 年度より少し減少
しているとはいえ、小学生に比べると英語が好きで
はない子どもが多いことがわかります。　

＜スライド 7＞中高の先生方へ　こんなことを感じ
ていますか？
少し古いデータにはなってしまいますが、「中高生の
英語学習に関する実態調査」（ベネッセ、2014）に

よると、中学生の英語の躓きの 1位は文法、2位は
英語の文を書くことが難しい、3位は英語を覚える
ことが難しいと示されています。英語が得意か苦手
かの質問に対しては、「やや苦手・苦手」と回答した
のは、中学生の 43.9%、高校生の 53.8% でした。
また、英語が苦手な高校生は、「中１の前半」から「中
２の前半」で英語が苦手と感じるようになっている
ということがわかります。状況はむしろ悪くなって
いるのではないでしょうか。

＜スライド 8＞新しい教育課程において、中学英語
が難化
　

中学生が躓く点で、「文法が難しい」、「文を書くのが
難しい」ということに加えて、「単語を覚えることが
難しい」ということですが、英単語の読み書きが難
しければ、もちろん、文法の理解やその単語を含む
文を読み書きするのも難しく感じるであろうという
ことが想像できます。
　新しい教育課程では、中学英語が難化しているこ
とが指摘されています。時間数は週4時間のままで、
語彙数が旧課程の 1200 語程度から、現在は 1600
から 1800 語に増加しています。小学校で学ぶ 600
から 700語の語彙を足すと、2021年度には中学生
が接する語彙は 2200 から 2500 語に増加していま
す。これは旧課程の約 2倍です。加えて、来年度か
ら小学校の検定教科書で扱う語彙数は 800語にまで
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増加すると言われています。さらに、文法については、
従来の課程では高校で学習する現在完了進行形や仮
定法の一部が、新課程では中学校で学習することに
なっています。この状況から、能力のある生徒や英
語が好きな生徒にとっては力がつくかもしれません。
事実、中 3の英検 3級取得率は上昇しています。し
かし、一方で、中学の早い段階で、あるいは小学校
段階で諦める児童生徒がいるという現実に、今私た
ちは直面しています。

＜スライド 9＞通常学級内の児童生徒の多様性

加えて、考慮すべき点は、小学校中学校にはさまざ
まな子どもたちが在籍しているということです。健
常児だけではなく、発達障害の子ども、身体的な障
害を抱えている子ども、知的障害の子ども、あるい
は外国にルーツのある子どもなど、様々な子どもが
在籍しているという中で、従来の英語の指導のやり
方や一斉指導だけでは対応が難しくなっています。
インクルーシブな英語教育を実現していくことを前
提として、我々は研究を進めていく所存です。

＜スライド 10＞通常学級で英語初学者の読み書き
困難が考えられるケース
　

本研究チームでは、英語初学者を小学校 3年生から
中学校 3年生までを前提としています。通常学級に
おいては、初学者の読み書き困難が考えられるケー

スが多様にあります。例えば、発達障害のために支
援を必要としている子どもへの英語読み書き支援に
関しては、音声では理解できるが印刷された文字を
認識することが難しい場合は、文字フォントを変え
てみる、サイズを変える、あるいは、ICT の画面に
音声と一緒に提示されれば認識できるといった支援
が可能です。
　一方で、支援を必要としなくても、文字認識や音
素認識が不十分な子どもたちがいます。わからない
ままで放置していると、高学年になった時に、音が
わかっているという前提で授業がされると、音韻認
識やその音から文字に対応する音と文字の一致、認
識が不十分であるということでますます分からなく
なります。さらにこの状態を放置しておくと、中 1
になって単語が読めなくなるという現象が起き、中
学 1年生 2年生では、単語を書く際に丸暗記して覚
えようとし、限界になってしまいます。こうなると、
悲惨です。英語が嫌いになってしまい、丸暗記する
しかなくなってしまいます。そうすると、ますます
状況が悪化してしまいます。
　英語というものは、このように積み重ねの学習で
あるため、小学校、中学校、そして高校に向かって
いく上で、この積み重ねの途中でわからなくなった
際に、放置してるとどのような結果を招くかを考え
ていかなければなりません。
　小学校中学校には様々な子どもがいるということ
を十分に考慮して、個別最適な英語学習を実現する
ために、何ができるのか考えていかなければなりま
せん。

＜スライド 11＞教育現場の先生や保護者のニーズ

教育現場の先生方が保護者の方からは、小学生中学
生の躓きについてどのようなニーズがあるのでしょ
うか。
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　●　小学生～中学生（英語初学者）の躓きとは？
　●　どんな指導・支援方法があるの？そもそも指
導法がわからない。
　●　躓き度や深刻さをどうやって測ればいいの？
　●　読み書き困難を早期発見するには？
　●子どもの多様性に見合った個別最適な指導はど
うすればいい？
　●　指導や評価の支援ツールは？
　●　小学校から中学校への接続は？
　これらの点を本セミナーご参加の皆様と一緒に考
え、我々は行動していきたいと思います。

＜スライド 12＞本日のプログラム

本日のプログラムは、上記の話題提供 4本をお送り
した後、参加者からの質問に答えるQ&Aを 11時半
に開始する予定です。本セミナーは、後日報告書と
して、参加者の皆様に配信する予定にしております。
　それでは、話題提供を始めます。話題提供１は、「英
語で躓く学習者とは？」武庫川女子大学の村上加代
子先生、よろしくお願いいたします。
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① 英語で躓く学習者とは？
　　　　　　　　　　　　												　村上 加代子（武庫川女子大学）

2．話題提供

＜スライド 1＞タイトル

村上 ： はい、河合先生ご紹介ありがとうございます。
武庫川女子大学、村上です。皆様、本日はどうぞよ
ろしくお願いいたします。
　私の担当はまず、英語で躓く学習者についての、
全ての躓きを網羅することはできないんですけど、
どういった躓きが多いのかについての見方、見立て
みたいなものを一緒に考えたいと思ってます。
　私は	15	年ほど学習障害や発達障害のあるお子さ
んへの英語指導や、教材について研究しております。
その中で近年、特に感じているのは英語に躓いてい
るのは特別な人、例えば学習障害があるとか、学習
意欲がないとか、そうした学習者だけではなく、もっ
と一般的な、ほとんどの日本人学習者が英語の習得
に躓いている、成功している人は少ないと言っても
いいのではないかと感じています。
　海外旅行などに行くと、私が少し英語でしゃべる
だけで「英語がうまいですね。日本人なのに」と言
われることがよくあります。これは褒めているので
はなく、「日本人は英語がうまくないはず」と思われ
ていると感じます。お隣の韓国ですが、私が学生の
頃は TOEIC	の平均値が日本と同じくらいのレベル
で低かったのですが、あっという間に水をあけられ
てしましました。近年の国際的な英語調査などでは、
日本は「英語能力が低い」グループに分類されてい
ますが、韓国はもっと上位に位置しています。なぜ、
このように大きな差がついたのでしょう。日本人は
何十年間もずっと英語力が向上しないのはなぜで
しょうか。
　日本人の英語習得の躓きを考えたとき、そもそも

英語の習得のゴールをどこにおいて考えるかが、と
ても大切です。決して、中学校のテストの点数です
とか、定期テスト、そこだけを見て「躓いている」
と結論せず、何年間くらいかけてどれくらい運用で
きるようになれば良いのか、習得できたと言えるの
か、というもっと長期的で具体的なゴールがあまり
見えてこない。現実的で、実現可能なゴールがあれ
ばこそ、何を最初に習得し、次にどういったことが
習得できればよいのかを、細かなステップを設定す
ることができる。そこではじめて習得段階の「どこ
で躓いてるのか」がわかり、振り返って、子どもの
躓き、そして私たち自身の英語の躓きというのも理
解できるのではないでしょうか。
　英語の躓きの解消には、短期だけではなく、長期
的展望を持ち、習得の段階やスキルの体系性などの
観点からの分析が必要なのではないかと考えていま
す。

＜スライド 2＞内容

本日の話では、「『誰が』『どこ』で躓いているのか」、「学
習障害とディスレクシア」、それから「読み書きの発
達」、そして最後に一つだけ事例を紹介させていただ
きたいと思っています。

＜スライド 3＞中学 1年生の英語の授業理解につい
て
「『誰が』『どこ』で躓いているのか」について、中学
1	年生を対象に行ったアンケートの結果をご覧くだ
さい。アルファベット、単語を覚えること、教科書
の音読、文法理解のように項目があります。難しい
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と感じる項目にチェックをしてもらいました。結果
を示す棒グラフは	2	つあり、一つは全体の平均、も
う一つは英語がとてもわからない、あるいはややわ
からない、と回答した生徒の平均です。グラフを見
ると、わからないと回答した生徒はアルファベット
段階から躓いていることが多く、教科書の音読も難
しく、文法理解はとても難しい、と感じていること
がわかります。
　ですけれども、この「全体」と「わからない」群
に共通しているのが、「単語を覚えること」なんです
ね。つまり「英単語を覚える」というのは、多くの
中学生にとっては、できる子・できない子の双方に
とって負担になっているということがわかります。

＜スライド 4＞中学校教員を対象とした調査

先ほど示した調査は、2015	年のベネッセが実施し
た「中学校教員を対象とした意識調査」の項目を参
考にしたものでした。ベネッセの調査では、「生徒
は何が苦手と思うか」を中学校教員に尋ねています。
その結果、やはり「単語（発音・意味・綴り）を覚
えるのが苦手」が最も多い回答でした。その次には
「文や文章を書くことが苦手」で、「文字や文章が読
めない（文字から音にうまく変換できない）」、「文法
事項が理解できない」と続きます。
　アンケートではどの躓きが多いかはわかります
が、実際の指導では「ここで躓いてるんだから、こ

この指導をすればいいんだな」というように単純に
はいきません。「単語が苦手だから、単語を何度も書
かせましょう」あるいは「作文が苦手だから、作文
をずっと練習させましょう。そしたら伸びるかも」
というふうにはいきません。読み書きというのは、
いきなり教えたら上手になるというものではなく、
だんだんと発達していくものだからです。
　発達という観点から見ると、例えば算数では「足
し算ができなければ掛け算ができません」、のような、
学習の	readiness	がありますね。B	という活動は	A
という習得が前提にあるという考え方です。Aが身
についていなければ、B	はうまくいかない。
　では、このリストをもう少し見て下さい。
リストの中で一番基礎的なスキルはどれだと思いま
すか。また、一番難しいスキルはどれでしょうか。

　まず、私はこの上から	3	つ目の、「文字や文章を
読めない」が気になりました。そもそも、「文字」が
読めなければ当然「文章」は読めませんね。そして、
「文字」が読めなければ「単語」も読むことは困難で
す。さらに、「単語」が読めなければ、当然ですけど、
文法練習ができません。そして文法練習ができなけ
れば、定着が図れませんので、その上位の活動である、
「文章を読む」、「文章を書く」、こうしたことが難し
くなる。読み書きに関係したスキルには、このよう
な相互の関連性というのがあります。
　さらにこのようなアンケート項目からは、日本の
英単語に関する、リテラシー指導に関する基本的な
考え方や、指導のアプローチも見えてきます。つまり、
「文字も文章も同じレベルである」や「単語は音と綴
りと意味を全部一度に覚えるものである」、のように
考えているとも見えます。
　このような、発達に配慮しない外国語指導が子ど
もの負担になっていないか。学習に躓く子どもにつ
いて考える際には、この子どもたちがどのような学
習環境におかれているかも含めて検討すべきかと思
います。

＜スライド 5＞学習障害（LD) とは
学習障害、それからディスレクシアの定義について、
お話ししたいと思います。
　学習障害のお子さんというのは、文科省の定義で
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は「全般的な知的発達に遅れがない」けれども、「聞
く、話す、読む、書く」などの能力の習得と使用に
困難を示す、とあります。
　この「聞く、話す、読む、書く」は、まさに英語
教育でいえば	4	技能と言われる領域ではありません
か。なので、もし学習障害があるとすれば、英語習
得時にも同じ領域に躓きやすくなるといったことが
予想されますね。例えば、書くこと（書字）が苦手だっ
たり、漢字を思い出すのが苦手で、文字の形状をう
まく再現できないという弱さを抱えていれば、英語
の文字習得においても、そこで躓きやすいことが予
想されます。
　こうした母語における学習の困難さは、英語だけ
見ている中学校の先生よりも、小学校で国語の状態
を把握されている小学校の先生でしたら、すぐにお
気付きになることではないでしょうか。

＜スライド 6＞英語圏のディスレクシア（dyslexia）

LD（学習障害）には計算などが含まれますが、読み
書きに特化した障害があり、これが英語圏では非常
に多く、ディスレクシアとして知られています。
　アルファベットを用いる国々の中でも、英語圏で
はディスレクシアの出現率が非常に高く、調査に
よって数値は異なるものの、10	人に 1	人、または
5	人に 1	人といった報告もあります。すごく多いで
すよね。

　その症状はというと、読み書きの非常に基礎的な
単語の読み書きのレベルで躓くということが分かっ
ています。単語のどこで躓くかというと、これは文
字が覚えられないという、文字の問題ではないんで
すね。実は、音韻意識の弱さが文字と音との対応が
うまくいかない原因となっていると言われていま
す。音韻意識は、音を正しく認識、知覚したり、操
作するスキルです。音をつないだり、分けたり、違
う音に置き換えたりといった操作を、文字を読む時
にしています。
　音韻意識は日本の英語教育ではあまり知られてい
ないのですが、もしかすると、それは日本では読み
書き困難のお子さんが英語圏ほど多くないというこ
とも関係しているかもしれません。ですが、英語を
勉強するのであれば、言語によって読み書き困難者
が出現率が異なることやその原因は、知っておかね
ばならない、重要な情報となります。

＜スライド 7＞言語によるディスレクシア出現率の
違い

なぜ言語によってディスレクシアの出現率が異なる
のでしょう。この	Wydell	と	Butterworth	の粒子
性と透明性仮説はとてもわかりやすく説明していま
す。まず、図の粒子性は縦軸のところで、文字に対
応しているこの音の単位の大きさを示します。
　音韻単位は大きいほど「粗い」、小さいほど「細か
い」といいます。まずは漢字を例にあげて説明しま
す。漢字の読み書き困難出現率は 6	～	7%	と報告さ
れていますが、漢字の 1	文字に対して対応してる音
は語（word）のレベルです。「女」と書いて「おんな」
という音を対応させる。音韻は単位がば大きいほど
認識しやすい容易に習得しやすい。文字形は難しい
のですが音声的には、ですよ。次に、仮名文字です。
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日本で使われる仮名文字のディスレクシア出現率は
0.2	～	2%	と言われ、非常に低いのです。１文字に
対応してるのが音節という単位になります。日本語
音節は、子音に母音がくっつく形ですね。
　そして最後、アルファベットは	1	文字に対して音
素という音韻単位が対応しています。ヨーロッパ言
語は全てアルファベットを使うのですが、不思議な
のは、例えばドイツ語とかイタリア語とかではディ
スレクシアの出現率は、英語よりも低いということ
です。アルファベットを使うのなら同じなのではい
か、と思いますよね。何が違うのでしょうか。
　では図の横軸の「透明性」を見てみましょう。透
明性は、文字と音の対応の規則性の高さを示します。
仮名文字は非常に規則性が高い文字で、「あ」と書い
て「あ」と読む、「い」と書いて「い」と読みます。
文字の音を覚えると、そのままつないで読めば正し
い読み方になります。
　ですが、英語はそうはいきません。A	と書いて [ei]
[a]	など複数の読み方があります。綴りが不規則で、
単語に書くのに音声化しない文字があったり、ある
単語ではこういう風に読んだのに、違う単語では同
じ組み合わせが違うように読まなくてはならない。
そうした不規則性が学習者にとっては大きな負担と
なります。それが例えばドイツ語やイタリア語など
では、比較的、文字をそのまま音声化すると、正し
く読めるのです。つまり、英語よりも透明性が高い
のです。こうした、文字の特性が読み書きの習得に
影響を与えています。
　とすると、LD	のある学習者は「読む、書く、聞く、
話す」が困難とありましたが、文字の対応習得にお
いては、同じ「聞く」でも、日本語と英語では、求
められているレベルが違うことのが分かりますね。
　漢字であれば語のレベルの音韻が聞きとれればよ
くて、仮名であれば音節レベルのでいい。ですけれ
ども、英語を学ぶのであれば、音素レベルの音韻単
位が必須なのです。音素を知覚し、さらにそれを操
作できる力、そして、文字と音の対応の規則をちゃ
んと習って覚えていかないといけない。仮名のよう
に、規則的ではないからこそ、読み方を丁寧に教え
てもらう必要があるのです。

＜スライド 8＞リテラシー発達のパラダイム

今度は発達の中で、それがどう関わってくるかです。
「リテラシー発達のパラダイム」図で説明させていた
だきます。
　読み書き習得のゴールというのは、一番上にあり
ますけれども、文字を使ったコミュニケーションで
す。一応「文の意味理解」と書いております。読解は「流
暢性」、つまり、ある程度素早く正確に読む力によっ
て支えられ、そしてそのためには語と語の関係性や
「文の構造の知識」が必要となります。それは文に含
まれている「語彙」、単語の知識によって支えられて
いる。これらのスキルというのは、どれかひとつだ
けが伸びるのではなく、相互に関連しながら発達し
ていく、影響し合いながら習得されていくと考えら
れています。
　そして、この赤線より上のところですね。これは
意味が関係している領域で、読み発達の「上位スキル」
や“meaning	related	skills	”とも呼ばれます。そ
して、この下の土台の部分は「下位スキル」または
code、code	は符号という意味です、「符号関連スキ
ル」“code-related	skills”と	呼ばれることがあり
ます。
　その「下位スキル」に含まれているのが、例えば
文字の形状を正しく認識できる力や、音韻を正しく
意識でき、それらをつなぐ力などです。これらのス
キルには、見え方・聞こえ方・記憶・注意集中など
個人の認知差が強く影響しています。ですので、英
語や語学が得意になる人というのは、生まれつきで
すね、これらの認知力が非常に高い人なのかもしれ
ません。細かな音の違いがよく聞こえるとか、英語
の先生ですと、文字から音の変換を誰に習わなくて
も、自らその規則性に気付いて身につける力をお持
ちかもしれません。そうすると、あまり苦労せずに
単語も読めるようになるかもしれません。ですが全
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員がそうではありません。
　日本の読み書き指導というのは、この文字認識か
ら、「デコーディング」と「音韻意識」の指導をほと
んどしないまま、このように斜めに、文字を教えて
すぐに単語のレベルの読みをするように、それも暗
記によって覚えるよう構成されている。だからこそ、
躓く学習者について考えるときは、ディスレクシア
を想定した指導を検討しなければならないのです。

＜スライド 9＞ dish	これは何と読みますか

デコーディングにどのように音が関わってくるかに
ついて。アルファベットの読みというのは、仮名と
同じ表音文字ですから、まずは文字の形を正しく視
覚的に認識し、次にこの文字を音に変換します。こ
の場合は、ひとつずつ、[d]、[i]、[sh]	というよう
に音素に変換し、次にそれらの音を「つなぐ」（ブレ
ンディング）といった操作があります。で、この文
字から音への変換ですね。文字の音声化をデコーディ
ングと読み、ここのところですね、想起したり、音
を繋いだりといったところに音韻意識がかかわって
きます。

＜スライド 10＞ Spell,	“stop”

逆にスペリングというのは、文字から音に変換する
処理になります。たとえば、“stop”	を綴るまえには、
単語の音声が頭に思い浮かべるはずです。“stop”	と

いう音のかたまりをまずは正しく音声的に認識した
り、頭で再生します。アルファベット文字には音素
の単位が対応してますので、次に、ひとかたまりの
語をより小さく、文字の単位に分解します。この場合、
[s]、[t]、[o]、[p]	となります。次に、それぞれの
音素を文字に対応します。	[s]	というのはこの文字
だ、[t]	というのはこの文字だ。仮名と同じように、
知っている文字を当てはめていけばいいのです。不
規則な綴りはまた別に覚えていかないといけません
が、単語に含まれている文字の全部が不規則という
ことはほとんどありません。このように、音素を正
しい文字に対応させて書く。音韻意識スキルは、音
声のまとまりをより小さく分ける、分解する作業に
関わっています。このように音声を文字に変換する
処理を、エンコーディングといいます。

＜スライド 11＞スペリングでのつまずき例（中学
３年生）

最後になりましたが、スペリングの躓きを見た時は、
単に「覚えていない」とバツして終わるのではなく、
「どうしてこの子はこのように綴ったのか」「どんな
風にアプローチすれば改善するか」を考えてほしい
と思っています。
　この例に挙げているお子さんは、中学 3	年生です。
単語は読めるけれども、どうしても綴りが覚えられ
ない。テストでは、「これ読んでみて」と言うと、全
部	cat	とか	girl	とか読めているのですが、綴りが難
しいことがわかりました。たとえば girl	を見てくだ
さい。	gril	って書いていませんか。その横には、	glri
など、何度も書き直して間違えています。write	も「ワ
イヤー」と読めるような綴り方をしている。音で持っ
ている知識はあるのに、文字にできていないのです
ね。
　そこで、「どんな風に書いてるの」と本人に聞きま
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した。すると、「女の子は	girl	っていう音を思い出す。
それからどんな形だったか思い出す」と言うんです。
「パーツはこれだったかなという風に形を思い出すよ
うにしている」と。
　わたしが「それって文字に音声がついてるんじゃ
なくて、漢字のようにパーツで覚えてるの」と聞くと、
「形を覚えて、その雰囲気」と言いました。「雰囲気」
という言葉に驚いてのけぞりましたけれども、要は
文字形を視覚的に覚えてその形状を思い出そうとし
たのですね。つまり、彼女は「女の子」は	girl	と単
語で、その音を知っている。アルファベット文字も
知っている（これは別のテストで調べました）。だ
けれども、文字と音がつながっているという意識が
ないので文字の高さや視覚的な感覚頼りでアルファ
ベットを並べて書くしか方法を知りません。自分が
書いたものすら読んで（デコーディングして）確認
することができないのです。彼女がもしデコーディ
ングできていたら、自分の綴りのミスに気付いたは
ずです。ということは、「読めている」ように見えて
いますが、実のところは「雰囲気で単語全体を捉え
て意味に変換している」のではないか、デコーディ
ングはできていないのではないかと想像しました。
彼女の英語学習上のしんどさの原因は何でしょうか。
決して努力不足ではありません。何度も、何度も、
書いて覚えてきたのです。ただ、文字が音と対応し
ていることを知らないことが、最も大きな躓き要因
となっていたと考えています。

＜スライド 12＞リテラシー発達のパラダイム

改めて、単語の読み書きのどこに躓くかを「リテラ
シー発達のパラダイム図」で確認してみましょう。
アルファベットの文字は知っている。だけれども、
音韻の操作を知らない。音と文字をどう繋いで読ん
だり、どういう風に分けて書いたりといったスキル

が育っていなければ、自力で読むことは難しくなり
ます。
　そうすると、これからの指導をどう改善できるか
の一案として、単語は「文字を覚える」ではなく、
音と文字の接続の土台から育てるアプローチを提案
したいと思います。
　読み書きの躓きは、やはり相互に関連しているた
め、いま躓いている箇所だけを繰り返し練習すれよ
いのではなくて、その前の段階、さらに前の段階を
振り返り、確認し、どこで躓いているか、どのよう
に躓いているか、それを把握していく必要があると
思っています。

＜スライド 13＞日本の英語教育が考えなくてはい
けない“躓き”

日本の英語教育が考えなくてはいけない躓きについ
ては、やはり英語はディスレクシアが生じやすい言
語であるということを踏まえておく必要があります
日本でも、英語のディスレクシア状態になって、初
期の文字や英単語の習得段階で躓いてる学習者が多
くいるのではないでしょうか。

＜スライド 14＞英語で躓く学習者を出さないため
に

今後の英語教育の課題として、ディスレクシアを想
定した日本人の英単語や文字指導を工夫し、躓きの
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原因についても解明してかねばなりません。指導で
は、やはり発達的な観点を大切にした教材の工夫も
できるでしょう。

＜スライド 15＞ご清聴ありがとうございました。

ご清聴ありがとうございました。それでは、大谷先
生にバトンタッチをしたいと思います。
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② 英語で躓く学習者に個別最適な指導法　　　　　　　　　　　　												　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大谷 みどり（島根大学）

＜スライド 1＞「英語で躓く学習者に個別最適な指
導法」
　　

島根大学の大谷です。これからの 20分、どうぞよ
ろしくお願いいたします。

＜スライド 2＞本セッション（20分間）の概要と
流れ

この 20分の中では、まず英語のつまずきと、その
背景を大きく捉えると共に、他教科との共通項と、
英語学習独特のつまずき両方を概観したあと、英語
の 4技能別にも少しずつ触れたいと思います。また
私のセッションでは、「通常の学級」の中での工夫
や支援例を主に紹介させていただきたく思っていま
す。恐らく今日ご参加くださった皆様の中には、通
級や特別支援学級・学校で、もしくは民間の塾や、
保護者として、個別に対応しておられる方もたくさ
んおられると思いますが、ここでは、30 人 40 人
の学級の中でつまずいている子どもたちに、どのよ
うに支援できるかというところを、特にUDL（Uni-
versal	Design	for	Learning,	「学びのユニバーサル
デザイン」）中の「オプション」（選択肢）を使って
の支援例を主にお話ししたいと思います。もう一点、

私のセッションは非常に入門編ですので、支援のエ
キスパートの方には物足りないかもしれません。ど
うか容赦ください。　

＜スライド 2＞リテラシー発達のパラダイム

これは先ほど村上先生が説明されましたリテラシー
のパラダイムの図ですが、この下位スキルのところ
が非常に大切で、ここがこの上の上位スキルに大き
く影響します。日本語もそうですね。例えば平仮名・
片仮名・漢字の読みで困難を感じていたら、読解で
も苦労します。それと同じことが英語でも言えるの
ですが、何故か日本の英語教育では、そこのところ
が軽視されてきたというところがあります。
　私のセッションでは、つまずきを大きくとらえる
という点から、この重要な下位スキルと共に、上位
スキルのところについても少し含めたいと思いま
す。

＜スライド 3＞ Learning	Differences

先ほど村上先生がお話しされたディスレクシアにつ
きまして、ディスレクシアは LD（学習障害）の約
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8 割を占めるといわれていますが、LDもディスレク
シアも、医師からの診断が必要になります。また文
科省は、LD（学習障害）を、	Learning	Disabilities	
の略語として使っていますが、LDという診断を受け
ていなくても、英語に困難を感じている子どもたち
はたくさんいます。その子どもたちは、この図では、
Learning	Difficulties、学習困難、に含まれるとい
えます。一方で欧米では	今、Learning	Differences	
という言い方、つまり学習が困難、ではなく、様々
な学び方があるという考え方が重視されています。
ですので私のところでは、この	Learning	Differ-
ences	という考え方も含め、お話をさせいただきた
く思います。

＜スライド 4＞中学 1年生の英語の授業理解につい
て

これも先ほど村上先生が示して下さったグラフです
が、これを見ましても「分からない」群が、単語を
覚えることにも苦労しているし、文法を理解するこ
とにも苦労しているし、それから英会話や発表にも
苦労しているというのが分かります。可能性として、
英語の音が分からない、音のつなぎ方が分からない、
どのようにして構文を作っていったらいいかが分か
らなくて困っているかもしれません。そこは先ほど
村上先生がお話しされたように、表面に見えている
ところの下にどういう躓きがあるかということを、
私たちは丁寧に見ていく、また子どもたちに詳しく
聞いてみることが大切になってきます。さらには、
この後河合先生がお話される、詳しく原因を突きと
められるアセスメントのバッテリー等も必要になっ
てきます。

＜スライド 5＞文字の読み書きに関する認知機能
読み書きに関する認知機能の中でも、先ほどの音韻

認識だけではなくて、どのように見えているか、注
意や集中力がどのぐらい続くのか、あとワーキング
メモリでどのぐらい記憶できるのか等、様々な機能
が英語の読み書きに影響しています。

＜スライド 6＞英語学習のつまずきにおける背景要
因例

このつまずきの説明について、多くの研究者が様々
な視点・切り口を持っていますが、私は、入門期で
の説明では、この図を使うことがあります。
　まず、学習者本人が色々な「特性」を持っていま
す。次に「外国語学習に対する情意面」として、本
人の気持ちが動かないと、なかなか学びには向かい
にくいと思います。苦手感を持っているお子さんは、
これまでの成功体験や達成感を味わえることが少な
いという可能性も多分にあります。さらに、他教科
は全て、私たちの母語の日本語で授業が進みますが、
英語の授業だけは外国語を扱うので、その外国語に
対する不安や曖昧さへの対応だったり、逆に完璧を
望むが為に苦労しているという子どもさんもおられ
ます。
　次の要因として、そのような色々な思いを抱えた
子ども達の「学習環境」、安心して取り組める環境が
必要になります。例えばディスレクシアのお子さん
であれば、周囲から知られたくないという場合があ
ります。同時に、クラスメートをはじめ周囲に理解
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があれば、様々な形での支援が可能になります。ま
た授業の中で、ある程度決まった流れがあるという
のも安心して授業に臨める一つの大きな要素になり
ます。他の物理的な環境については、このあと少し
詳しくお話したいと思います。
　以上 2つの要素については、他の教科でも共通す
るところが多くありますが、3つ目の要素「英語の
特徴」については、まず、母語と違って蓄積量が非
常に少ないということと、それから先ほど村上先生
もお話しされたように日本語との相違点、そして、
4技能があるということ。もう一つは、人との関わ
りが非常に多いという点も英語学習の特徴でもあ
り、人との関わりが苦手なお子さん、コミュニケー
ションが苦手なお子さんにはこの点が難しく感じる
ところにもなります。
　この図右上の、読解・文・単語・文字・音のブロッ
クについては例えば、一見、段落や文全体の読解が
出来ていないと見えても、それは文章全体なのか、
どこかの文単位なのか、文法の問題なのか、単語が
分からないのか、文字が分からないのか、音が分か
らないのか等、どのポイントで躓いているのかとい
うのを丁寧に見てあげる必要があります。
　このように、英語のつまずきを考える際、他教科
との共通項もありますし、英語の特徴もある、この
両方を押さえながら、私たちは子どもを見ていく必
要があると思うところです。他教科との共通項につ
いて学校では、他教科の先生と協力しながら進める
ことができれば、よりよい支援につながることと思
います。

＜スライド 7＞学習環境

先ほどのスライドの「学習環境」について、もう少
し具体例を挙げたいと思います。参加者の皆様はよ
くご存じのことかと思いますが、例えば、注意を向

けにくいお子さんは、教室の前の方に座らせてあげ
ると、本人の視野に入る物が限定され、先生方から
の注意も向けやすい。また昨今、感覚過敏のお子さ
んが非常に増えています。例えば視覚過敏のお子さ
んの場合、お子さんによっては、教室正面に出すス
ライドを、白地ではなく黒地にするだけで、とても
見やすくなることもあります。知的レベルは高いけ
れども、スライドの白地が光って、実は小学校でずっ
と苦労してたというお子さんが中学校や高校になっ
てから分かったりすることがあります。ですので、
何か気になるお子さんには、困っていることがない
か、気になることがないか時々尋ねてみてください。
支援策のヒントにつながる場合が少なくないと思い
ます。スライドだけでなく、教科書やワークブック
にも、透明かつ色のついたガイドルーラーやクリア
ファイルを活用するだけで、見る際の負担が減る場
合もあります。
　また、授業の内容に少し入ってきますが、子ども
たちの関心事や既存知識に繋げることは、とても大
切かつ効果的です。導入する英語そのものが、子ど
もたちにとっては新しい事が殆どですので、得意な
こと、例えば駅の名前や城の名前を含める、ゲーム
に触れるとか、また、他教科で学んだことや学校で
の様々な活動に繋げてあげることによって、学びが
円滑に進むという場合が多々あります。
　クラスルーム・マネジメントに関することについ
ては先ほどお話ししましたように、学級全体で、自
分も含めて色々な学び方や特性のある人がいるとい
うこと。英語ですので、間違えても多少分からなく
ても大丈夫、というような環境作りがとても大切に
なります。

＜スライド 8＞英語学習での課題と支援「聞くこと」

ここから少し、4技能別に見ていきたいと思います。
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時間が限られている中ですので、ちょっと早口にな
り、また少しずつの紹介になることをご容赦くださ
い。
　「聞くこと」については、先程村上先生もお話しさ
れましたように、特に入門期は英語の音を聞かせる
こと、日本語と異なる音に慣れることが、とても大
切です。日本語と違った音を聞くことによって、日
本語と異なった音の表象、音韻表象が出きてきます。
英語特有の音への意識なしに日本語で解釈すると、
結局カタカナ英語になったり、スペルを書く時も綴
りを書く時も、英語の音に対応できず、単語を丸覚
えせざるを得ない、ということにもなります。
　「聞くこと」については、次の河合先生のところで
詳しくお話をされると思いますが、ただ単に聞かせ
るだけではなくて、日本語と違った音の作り方をす
る口元を見せるということも重要な役割を果たしま
す。先ほど村上先生が示されたグラフで、英会話が
難しいという結果も出ていましたが、例えば「聞く
こと」に関連しては、速度や曖昧さへの対応として、
少しスピードを落としたり、必要に応じて区切った
り、それからだんだん長くしていくということもで
きるかと思います。また、リスニングで内容を聞か
せる際、いきなり聞かせるのでなくて、少し背景知
識や聞くポイントを提示する、というようなことも、
聞くことの支援に繋がります。

＜スライド 9＞英語学習での課題と支援「話すこと」

　続いて、「話すこと」については、話すことが苦
手な子どもたちにも、様々な理由や背景があります。
英語の時間は他教科に比べ、やり取りを含め、非常
にコミュニケーションの時間が多いので、自己表現
とか自己開示をする機会も多くなります。話すこ
と自体が難しい子どもがいますし、自己表現が難し
いと思う生徒もいます。また、聞き取りが難しいか

ら話すことが難しいという子どもさんもおられます
し、英語にしかない音の産出に難しさを感じるお子
さんもおられます。完璧を目指すため、なかなか話
すことが難しいというお子さんもいます。例えば、
どんな色が好きかを尋ねる場合、答えの選択肢が多
いWhat	color	do	you	like? と、Open	question の
形で聞く前に、Do	you	like	white ？　Do	you	like	
blue ？等、答えが Yes か No の Closed	question
から始めることもできます。また、いきなりみんな
の前で話すのではなく、先生のデモを見てから、ま
ず隣の人とやり取りをしてみて、次はグループ、そ
して全体にという風に形を変えていくこともできま
す。
　スピーチになってきますと、まずは話す内容、何
を喋ったらいいのか、その材料集めから、語彙の選
択、文の組み立て、まとめ方等の支援も必要になる
かもしれません。このように「話すこと」も、困っ
ている子どもにとって何が難しのかを丁寧に見と
る、もしくは聞き取って、少しでも取り組みやすい
方法から始められるといいですね。

＜スライド 10＞文字指導（の前に？）

今日は小学校の先生もたくさん参加して下さってい
ると思いますが、文字について私たちは子どもたち
に、すぐに書かせようとする傾向があるように思い
ます。ネイティブの子ども達でも、書く前に、色々
な形で文字に触れています。知ってる文字を並べて
みたり、色々な素材で文字の形を作ってみたり、書
く前にできることは、とてもたくさんあります。日
本の小学校でも、平仮名については 1年生の時、ノー
トに書く前に、空書きをすることは同じアプローチ
ですね。

＜スライド 11＞（四線）
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実際に書く場合、英語の場合、なかなか四線に収ま
らない子供もいます。このスライドは、イギリスの
会社が作っているもので、線の間を色分けしていま
す。小文字で一番スペースを使う真ん中の段は、草
の色、それから上に出るところを空色、地面から下
に入る所は茶色という風に分けることによって、四
線に収まりやすくなった子どもさんを、私もこれま
でたくさん見てきました。

＜スライド 12＞「読む」「書く」ことへの支援（入
門期）

「読む」「書く」ことへの支援として、先生方が板書
される際には、分かりやすいように線や色の工夫と
共に、黒板の中での目的別の配置、例えば、目当て
は黒板の左上に書く、大切な基本表現は黒板の真ん
中、新しい表現は右端に固める等、ざっくり目的別
に配置しておくと、時間ごとに変わるよりも、分
かりやすく感じる子どもたちは少なくないと思いま
す。
　教科書を読む際は、どこを読んでいるのかわから
なく子どもには、先程ご紹介した、色付きや穴あき
のルーラーを使うこともできます。道具を使わず、
子どもが指で追うこともできます。この場合、教員
からも子供がどこを読もうとしているのかを把握す
ることができます。ノート自体も、先ほどのように
色分けをしたり、拡大判のノートを作ってみたり、

そして必要に応じて、書く時間の確保も大切なこと
です。
　ただ、以上のことについては今、教室では一人 1
台使えるようになっている端末で、フォントやサイ
ズ、色の変更と共に、音の確認も可能になっている
ので、積極的な活用をお勧めします。

＜スライド 13＞読み・書きに関係する要因例

　時間が迫ってきましたので、矢継ぎ早に進めるこ
とをご容赦ください。ここは資料の方に書いており
ますので、読み・書くといった場合にどのような力
が必要になってくるのか。どういうそれぞれのレベ
ルでの支援が必要になってくるというところを、ご
参考にしていただけると幸いです。

＜スライド 14＞通常学級の中での、選択肢の提示

最後に、通常学級での選択肢の活用として、最初
にお話ししました「学びのユニバーサルデザイン」
（UDL:Universal	Design	for	Learning）の中のオプ
ション（選択肢）についてご紹介したいと思います。
　これは闇雲に支援のための選択肢を出すのではな
く、子どもをしっかり見ていて、この子にはこうい
う支援があるといいかなと考えた上での選択肢を、
クラス全体に提供し、誰もがどの選択肢でも使える
というシステムです。子どもたちは選択肢を試しな
がら、自分にあった学び方を探し、これが UDL が
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目指す「学びのエクスパート」につながることにな
ります。

＜スライド 15＞海外におけるオプション例

選択肢（オプション）について、まず海外における
例をお見せしたいと思います。例えば、これはフィ
ンランドの小学校ですが、通常学級にもこのように
イヤーマフ、ノイズキャンセリングヘッドホンが常
に用意されていて、必要な子が取って使うというシ
ステムになっています。これも選択肢・オプション
ですね。

＜スライド 16＞アメリカの教室

これはアメリカの小学校ですが、みんな同じ授業を
受ける中で、自分が勉強しやすい体制をとっていま
す。床のカーペットに座って学ぶ子ども、椅子と机
を使う子、立って授業を受ける子ども。これも子ど
も達が、自分が学びやすいオプションを選び、授業
に臨んでいる、ということになります。

＜スライド 17＞フィンランドの学校（写真）
こちらはフィンランドの授業風景ですが、ここでも
同じく、バウンスボールに座って勉強する子ども、
椅子に座って勉強する子、床に座って勉強する子と
いう風に色々な選択肢を、自分から選んで学んでい

る様子を見ていただけるかと思います。

＜スライド 18＞支援オプション例

　これは今、私が一緒にお仕事させていただいてい
る島根大学教育学部付属義務教育学校の例ですが、
例えば聞く時のメモを取る支援として、ミニホワイ
トボードを使う時があります。そこには、英語だけ
ではなく、絵で描いてもいいし、日本語で書いても
いい。聞き取り時に自分にあった方法でメモや表現
をしている、という選択肢になっています。
　また「発表する際の支援」として、話す材料も例
として提供することもあり、材料のまとめ方として、
Thinking	map 等の提供をする場合もあります。「考
える時の支援」としては、一人で考えてもいいし、
ペアで考えてもいいし、先生に聞いてもいい、とい
うようなオプションを作られたこともあります。
　「書く時の支援」として、板書を写す場合であれ
ば、これはおそらく皆さんが活用しておられる、板
書を写真に撮って自分の手元で見えるようにすると
か、書くのが大変だったらタイピングする等があり
ます。またノートやワーク等に書く場合、罫線も太
いもの細いもの、四線だったり罫線がないものとい
う選択肢もあります。子ども達は、自分が使いやす
いものを選ぶということになります。
　書くのが苦手で、英語の授業にもなかなか積極的
に向かえなかったお子さんの場合ですが、紙のワー
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クブックでの語順の並べ替えには取り組むのが難し
かったというケースがあります。この時は、この後
お話をされる繩手先生の研究室の院生さんに、iPad
上で、書かずに単語をドラッグしながら並び替える
ことができ、正誤も分かるアプリを作っていただき
ました。このアプリが使えるようになると、そのお
子さんは勇んで iPad を取りに行き、すごい勢いで
語順の並べ替えをするようになりました。また、こ
のアプリを使い始めて、生徒さんたちから、「音が
付いていると、もっと使いやすい」という声があり、
文字や文章の読み上げ機能を加えてもらったとこ
ろ、生徒からは、この読み上げ機能についての評価
が高い結果となりました。これは今、製作者の高橋
さんが	Android	でも	Google	でも使えるようにして
くださいましたので、皆さんの資料のところからも
見ていただけるかなと思います。
Android
https://play.google.com/store/apps/de-
tails?id=wordorder.app
iOS
https://apps.apple.com/jp/app/id1531568408

＜スライド 19＞

これは先程お話した、罫線があるなしのワークシー
トの例です。この左右のバージョンが裏表に印刷さ
れており、子どもたちは自分が使いやすい方を選ぶ、
ということになります。また、英作文をする際、穴
あきの文章が準備してあるオプションから、重要表
現や単語等のヒントが書いてあるオプション、一か
ら自分で考えられる用紙等のオプションが準備され
ている場合もあります。また、必要な表現を使って、
書く内容のオプションとして、会話・日記・意見文
等の選択肢が提供された場合もあります。これは、
あとになるほど難度が高くなる傾向があり、子ども

たちは自分にあったスタイルの作文を選べます。
　もちろん、このような選択肢がある場合、評価の
仕方をルーブリック等で明確にしておく必要があり
ます。

＜スライド 20＞

これは単語を覚えるときのワークシートのオプショ
ン例です。中学 1年生の授業で先生から、単語がな
かなか覚えられない生徒がいるというご相談を受け
て、絵を加えてみては、という提案をしたところ、
担当の先生が作成されたワークシートのオプション
です。絵を加えられただけでなく、覚える優先順位
も決められました。学年が上がっても、絵付きを選
ぶ子どもたちがいることが分かりました。

＜スライド 21＞生徒から見たオプション活用集計
(中学 2年生 110名）	

すみません、ちょっと時間が過ぎてしまったので最
後ここだけ。こういうオプションを使った時に、こ
の青いのが「とてもよかったと思う」、それからオレ
ンジも「良かったと思う」ということで、選択肢を
出すと、子ども達の9割以上がこういう選択肢があっ
て良かったという風に見ているのが分かるかなと思
います。
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＜スライド 22＞子どもたちの振り返り例

子どもたちの振り返りもつけさせていただきました
ので、また読んでいただければと思います。

＜スライド 23＞オプションについての自由記述を
分類

＜スライド 24＞むすびにかえて

すみません、20 分という時間の中で、かなり走っ
てしまいましたが、難しさを感じている子どもを丁
寧に見とりながら支援の工夫を考える。しかしなが
ら同時に、支援者、特に通常学級で多くの子どもた
ちを対象にしている先生方の負担になり過ぎない支
援の在り方を考える、という点も、とても大切です。
この見取りを助けるアセスメントのバッテリーにつ
いては、この後、河合先生がお話をされます。最後
に、ここまで支援の在り方についてお話をしてきま
したが、それぞれの子どもたちの強み、できること

も、大事にしていくことも、忘れてはなりません。
今後、ICT 端末だけでなく、英語の場合、他教科に
優先して学習者用のデジタル教科書が入りましたの
で、このデジタル教科書も、支援の目的で私たちは
様々な活用法があると感じています。

＜スライド 25＞参考文献

とても走ってしまいましたけれども、こちらは参考
文献です。

＜スライド 26＞

ご清聴ありがとうございました。もし私の話につき
まして何かご質問等ありましたら、こちらまでご連
絡いただけたらと思います。
　	ｍ .otani@edu.shimane-u.ac.jp です。
　それでは、河合先生にバトンタッチしたいと思い
ます。よろしくお願いします。
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③ 英語の躓きを検査するバッテリー　　　　　　　　　　　　												　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　河合 裕美（神田外語大学）

＜スライド1＞タイトル「英語の躓きを検査するバッ
テリー」

河合 ： 皆様、改めましてこんにちは。私は千葉県に
あります神田外語大学の河合と申します。大谷先生、
村上先生、貴重な内容について話題提供いただきま
してありがとうございました。
　先生方のお話の内容から、日本語母語の英語初学
者には、単語を読んだり綴るまでには、実は相当な
負荷がかかっているということで、それを指導にむ
すびつけるためにはどうすればいいのか、あるいは、
そのような子どもたちをどう救っていけばいいんだ
ろうということを私の方からお話しさせていただき
たいと思います。

＜スライド 2＞日本語母語の英語初学者を対象とし
て

本研究では、英語初学者を小学 3年生からから中学
3年生までとしております。中学 3年生というと、
先ほどの企画趣旨でも話しました通り、英検 3級だ
けではなく、準 2級も取っていくような子どももい
るんですけれども、中には長文を読む前に単語の読
み書きで躓いている子どももいます。私たちには、

そこをもう少しどうにか救ってあげることができる
のではないかと考えています。躓いている子どもた
ちは、何に躓いていて、どれぐらい深刻なのかとい
うことを早期に発見したいと考えています。これは
先ほども村上先生からお話がありましたけれども、
そもそも日本語母語の子どもは、英語を教えると、
どのように基礎リテラシー能力である読み書きが発
達していき、読み書きの能力の中でもいわゆる音を
知覚する力や、あるいは、音韻意識がどのように発
達していくのかということを測っていくことが、早
期発見のテスト・バッテリーにつながると考えてい
ます。「テスト・バッテリー」という言葉は聞かれた
ことがある方もいると思いますし、「バッテリーって
何？」と思う方もいると思いますので、まず説明い
たします。
　これは心理学的テストでよく言われてるバッテ
リー、簡単に言うと、テストといえばテストなんで
すけれども、対象者を総合的に理解していくために、
高い妥当性のある複数のテストを使って検査をしま
す。テスト・バッテリーの結果は、アセスメント上
では重要な判断ポイントになります。例えば、日本
語ディスレクシアのお子さんに対しては、現在様々
な検査方法が確立しております。　

＜スライド 3＞考えられる困難例とその要因

英語では、どのような困難例があるのでしょうか。
例えば、小学校 4年生で小文字を習いますが、小文
字をあまり認識できないというような困難さは、4
年生であればざらにあると思います。先生方に聞い
てみますと、毎回の授業で ABCを認識させるよう



21

な活動してる先生もいらっしゃれば、小文字を学習
する単元のみで指導するくらいで、それ以外では小
文字にほとんど触れないとおっしゃると、指導時間
そのものが先生によって異なるということが考えら
れます。そして、書記素が日本語文字と全く異なる
ために、似たような文字と迷ってしまうような視覚
的な難しさということがあるかもしれません。
　5、6年生になると、英語の音がわからない児童
がいるかもしれません。その場合は、そもそも指導
者が音素認識を教えているのかいないのか、あるい
は、授業中に音素をフォーカスしているかいないか
によっても、子どもの英語の音への理解度は違って
くるでしょう。音韻認識を指導していたとしても、
そもそも小学校も中学校もガヤガヤとしたうるさい
音環境では、正しい音を発声しても、正確に音が聞
こえているのかといった聴覚的な問題が発生してい
るのかもしれません。あるいは、通常学級にはAPD
（聴覚情報処理障害）や聴覚障害のお子さんも在籍し
ていますので、そもそもその音がよく聞き取れない
というような認知的な問題が発生しているお子さん
もいるかもしれません。
　5、6年生では、見た通りに写し書きできない、文
字の名前を聞いて書けないという困難も発生し得る
でしょう。この場合、アルファベット文字がそもそ
も定着しているのかいうようなことも考えられます
し、その文字を他の文字から判別して正しく書くと
いう能力も関係してきます。書く際に、例えば、b
と dが反転してしまうとか、よく聞こえてないから、
書けないという認知的な問題にも関わっているとい
うことが考えられます。
　中学生になると、1音節程度の単語の発音を聞い
て綴れない、流暢に単語を読めない、流暢に文を読
めないというような問題は、文字にも、音にも関わっ
ていくというように、中学生になるとどんどん負荷
が関わっていくわけです。認知的な問題も関わって
いるのかもしれません。
　日本の教育においては、もし音韻認識が×なのか、
音そのものがよく聞き取れてないのか、あるいは英
語の音韻意識が低いと判断されたとしても、音韻認
識を指導者が教えているのか、いないかのかという
問題も関わってきます。つまり、現在の指導課程に
音韻意識を指導することが含まれていないというこ

とから、現状、指導の有無による音韻意識の差や、
習っていたとしても、日本語の影響が音韻意識育成
の支障にもなり得るということも考えられので、躓
きの要因はいくつも考えられ、それらの要因を特定
していく必要があります。

＜スライド 4＞日本語読み書き困難のアセスメント
は確立しています。

先ほどお話ししましたように、日本語の読み書きア
セスメントというものは、意図の違いによって、こ
のようなテスト・バッテリーが開発されています。
　「小中学生の読み書きの理解（URAWSS	II）」は、
小学生と中学生を対象として、読み書きの速度を
学年平均と比較していきます。「改訂版標準読み書
きスクリーニング検査－正確性と流暢性の評価－
（STRAW-R）」は、小学校 1年生から高校 3年生ま
でを対象としており、速読課題、漢字音読課題、中
学生用の漢字単語課題など、ひらがな、カタカナ、
漢字の３種類の表記について比較できる検査です。
このスクリーニング検査の結果は、高校や大学入試
で試験時間の延長を希望する際の客観的な資料とな
ります。「特異的発達障害診断治療のための実践ガイ
ドライン（稲垣ガイドライン）」は、小学生を対象と
しており、対象児の音読の正確さと速度を標準値と
比較する検査です。この検査には、医師が読み障害
（特異的読字障害）の医学的診断を行う際の検査と診
断のためのガイドラインが示されています。「日本版
K-ABC	II」は、2歳 6ヵ月から 18歳 11ヵ月まで
を対象としており、認知能力と学力の基礎となる習
得度を測定します。テストには、読み尺度（文字の
読み、文の読解）、書き尺度（文字の書き、作文）が
含まれています。
　このように、日本語読み書き困難のテスト・バッ
テリーは確立していることがわかります。これに対
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して、日本語母語話者を対象とする英語読み書き困
難に関しては、まだアセスメントの体系化はされて
いません。意図によって、例えば村上先生が小学生
向けに開発され、私も英語音声に関して開発してい
ますが、小学生から中学生の体系化したアセスメン
トできるテスト・バッテリーというものがまだ存在
していません。

＜スライド 5＞日本語母語の英語初学者のための英
語読み書き困難を見つけるアセスメントツール例

現在開発されているもので、英語初学者のための英
語読み書き困難を見つけるアセスメントツール例と
しては、URAWSS-English	はよく知られています。
このバッテリーの主な意図は、中学生の英単語習得、
習得度や遅れの有無を評価するものとして知られて
います。例えば、このように音声でまず [m{p] と聞
いて（こちらは聞いている音をこのように音声記号
で表記しています）、子どもが「地図」と日本語で
答えれば、意味としてはこの英単語を理解している
ということがわかります。テストでは、日本語から
英単語の綴りを書くということも含まれますので、
例えば、このように「鉛筆」に対して、このように	
“pensou”と綴ってしまうとバツとなります。しかし、
カタカナでこの英語の綴りを書いてもらうと、発音
の通りに	「ペンソー」という風に書いてしまう現象
があり得ます。綴りで見るとバツだけれども、意味
としては鉛筆のことだと思っている、つまり、語彙
理解はしていると思われます。そして、英語の音と
して「ペンソー」と聞こえるから「ペンソー」と書
いてしまってますが、pencil	の語末の	-cil	の部分が
文字への対応の力がまだ習得できていないようだと
いうことがわかります。
　このように、URAWSS-English は単語の綴りの
能力を見ていますが、小学生の文字困難、認知スキ

ル、単語や文章の読みの力など、小学生から中学生
にかけて段階的に起こり得る困難を体系的アセスメ
ントできるテスト・バッテリーが残念ながら、まだ
ないという状況です。

＜スライド 6＞そもそもどのように読み書き能力は
発達していくのか

それでは、基礎リテラシー期の読み書き困難を理解
していくために、読み書きがそもそもどのように発
達していくんだろうかということを最初に確認して
おきたいと思います。

＜スライド 7＞日本語母語の子どもの言語音知覚

日本語の子どもの言語音知覚は、「話しことば」が最
初に発達していき、就学期に「書きことば」を発達
させていきます。特に、就学後に日本語文字を習う
と、日本語モーラがどんどん発達していきます。
　例えば、幼稚園児の子どもに「がっこうっていく
つ音の固まりがあるかな」と聞くと、「がっ」「こう」
という風に 2つのかたまり、つまりシラブル（音節）
で感じているということがわかります。小学校に入
るとかな文字をまず習いますので、「がつこう」と書
き、促音の「っ」の字をこのように小さく書けるよ
うになります。このように正確に書けるようになっ
た途端、「がつこう」から「がっこう」と音読でき、
これは「がつこう」という 4モーラ拍という日本語
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の独特の拍がわかるようになります。日本語母語の
子どもは、このように就学後に文字と言語音が対応
しているということを理解できるようになり、その
能力を発達させていきます。まず、子どもは音声を
聞くことで言語リズムを発達させていくのですが、
文字の学習によって言語音の感じ方が日本語の場合
は、シラブル（音節）からモーラ（拍）に変わって
くるということが言われています。

＜スライド 8＞英語母語子どものアルファベットの
文字や読みの発達段階

英語母語の子どもたちの場合はどのように発達して
いくのでしょうか。先ほど、大谷先生からも、英語
母語の子ども達も例えば粘土で文字を認識するよう
な活動をしているとの説明がありましたね。つまり、
英語母語の 3、4歳ぐらいの子どもは、文字や単語
を何となく形や図形として捉える「ロゴグラフィッ
ク段階」を経て、幼稚園入学後から文字に分化して
音韻化する「アルファベット段階」に移っていきま
す。「ロゴグラフィック段階」「アルファベット段階」
「正字法段階は、Frith（1985）によって体系化され
ていますが、「アルファベット段階」を Ehri はさら
に 4つの段階にわけています。
　Phase	1 では、音や単語を形で捉えており、文字
が音を表すということはわかっていません。Phase	
2 の幼稚園くらいの時期では、アルファベット文字
を明示的に指導され、音と文字が対応しているとい
うことがわかるようになります。語の中の目立つ
子音が聞こえて、対応する文字を声に出して読もう
として、なんとなく単語が読めるようになります。
Phase	3 になると、音素認識が発達し、単語内の
文字と音を特定化できるようになり、フォニックス
学習が強化されていきます。Phase	4 では、音と
綴りの関係に加えて、意味との関係もわかっていく

ようになります。例えば、play に -ed をつけると
played となりますね。-ed	は、過去形を意味する	
morpheme、いわゆる形態素認識が発達していくと
言われています。さらに、未習語の音声化ができる
ようになります。
　このような「アルファベット段階」を経て、「正字
法段階」に入ると、単語を 1文字ずつではなく、連
続体で捉え、音節に変換できるようなスキルもどん
どん発達していきます。
　本日の村上先生と大谷先生のお話からもわかるよ
うに、どうやらこの「アルファベット段階」が日本
の現在の教育課程には含まれていないということが
わかります。この段階の指導がなければ、単語の綴
りや読みにおいて躓く子どももが当然発生すること
が考えられます。この段階の指導を受けていないと
いうことに加えて、日本語母語の子どもの英語読み
書きの発達順序がわかっていないということなので
す。　
　
＜スライド 9＞算数科では「つまずいたら戻る」指
導系統図がある

算数科では、このように指導系統図というものがあ
ります。これは、啓林館のHPで参照させていただ
いたものですが、どの検定教科書出版社でも、「この
ような系統で指導していく」ということを示す系統
図を掲載しています。子どもが学習事項のレディネ
スをどのように発達させていくのかということが明
らかにされた上で、だんだん系統図ができていった
のです。例えば、「時間の単位」について、3年生で「秒」
を学習しますが、「1分間は何秒？」ということの理
解がまだ難しい場合は、1つ手前の２年生に戻って、
再度、時間単位の「日・時・分」の概念に戻って復
習し、分かるようになってから、3年生に進めると
いう風に、算数科ではつまずいたら戻る指導系統図
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が確立しております。
　残念ながら、現在の日本の小学校 3年生から中学
3年生の初学段階における英語読み書き指導系統図
は存在しておらず、これこそ明らかにする必要があ
るのではないかと我々は考えています。

＜スライド 10＞発達順序性を明らかにすることが
必要！

　英語文法の指導系統は存在していますが、英語初
学段階の読み書きの発達順序性については、先行研
究を参照し、検証して明らかにしていくことが必要
です。その際、日本語の「モーラ」や、言語音の特
性、あるいは認知発達の観点を十分に考慮に入れて、
学習の順序ステップというものを解明していく、あ
るいは、系統づけていく必要があると思います。

＜スライド 11＞日本語母語の子どもが読み書きで
きるようになるには

日本語母語の子どもが英単語を読み書きできるよう
になるには、このように様々なスキルが必要になっ
ていきます。例えば、中学年ではアルファベット文
字を学習することに加えて、音素認識や音韻認識が
向上しなければ、高学年の音と文字の一致の指導に
繋いでいくことはできません。また、高学年では、
例えば、音韻認識のうちの単語内構造の Onset	&	
rime が理解できることは、綴りの能力を助長してい

くことに繋がります。中学生になると、形態素認識
が向上していきます。これら示している能力を変数
と呼ぶことにしますが、これらの変数も含めてどう
いうスキルが必要なのか、これらの関係性や発達順
序を明らかにすることによって、躓きのメカニズム
を解明することに繋がっていくと考えております。
　これらの青枠で示した変数が、実は教育課程の指
導事項とはなっていないところなので、これらの変
数を含めながら、どのような発達順序になっていく
のかということを解明していく必要があります。

＜スライド 12＞バッテリー例
バッテリーの一部をご紹介したいと思いますが、こ

のように多くの細目が想定されます。
　例えば、文字の名前を聞いて、文字群から選択す
るという形式の問題の場合、[bi:] と聞いて、これら
の 4つの選択肢（b	d	p	q）が提示され、文字形状
を認識しているのかということをチェックしていま
す。その際、文字の形状を認知する視覚がきちんと
動作しているのかということも同時にチェックする
必要があります。つまり、文字の形状認知を測定す
る際には、形の紛らわしさを混同しているかもしれ
ませんし、視覚認知が弱いということも考えられる
ので、視線追跡を一緒に測定していくということを、
我々研究チームが実施しようとしている段階にあり
ます。
　つまり、読み書きスキルを測定するテストで認知
スキルを一緒に測定していくということが、子ども
のテスト受験の負担を軽減する重要なポイントだと
考えます。テストの実施時間、学校環境、個別対応
においても、子どもの年齢や特性、発達の特徴等を
十分に考慮していく必要があります。
　これらの問題例は、難易度が易しいものから難し
いものへと示しております。また、教育課程で示さ
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れていなくても先ほどの変数を指導されている先生
もいれば、指導されていない先生もいる、つまり、
指導の有無を考慮する必要もあります。

＜スライド 13＞バッテリー実施例
これは実際のバッテリーの実施例を示した図です。

例えば、受験者にこういう音＜	[b]	（音声）＞が聞
こえたとします。この子どもは、音素で	[b]	と聞こ
えましたが、そもそものこの音を聞く聴解にエラー
が起きているのか、それともこの画面を見た際に似
たような文字と間違えるのかを見極める必要があり
ます。すぐに正解の bに視線が行けば問題ないと思
われますが、全体を見回してから、「あ、①と②のどっ
ちだっけ？」と思っているのかもしれません。最終
的に	b	と答えられたとしても、間違った文字と混同
している可能性があるかもしれません。つまり、英
語がどう聞こえていのるかということと、どの文字
と混同しそうなのかということを、視線追跡を活用
して測定が可能となります。

＜スライド 14＞発音模倣とアイトラッキングテス
トの様子
視線追跡の実際の例を示します。被験者の子どもは、

PCの画面上のネイティブスピーカーが発音する単
語をそのまま真似して発音するという課題に取り組
んでいます。このテスト中に被験者が発音した音声

を録音し、ネイティブスピーカーの顔のどこを見て
いるのかを視線追跡をしていますので、発音と視線
の両方を計測していることになります。日本語母語
の子どもにとっては、聞いたのみで英語音を発音し
ていくということは厳しいため、ネイティブの発音
の口形をきちんと見るという指導を行いました。

＜スライド 15＞アイトラッキング：発話者の口元
への注視回数
これは、指導をする前と指導した後の口元を見てい

る視線の回数と、視線の分散を示すものです。指導
前は口元を見ている回数も少ないし、周囲に分散し
ていたんですけれども、指導後に回数が増えて口周
辺に群集してることが分かります。
　日本語母語の子どもにもきちんと明示的に教えて
いけば、音が分かる、そして発音もできるようにな
ります。そして、その後、音に文字が対応できると
いうこともわかるようになります。
　音と文字の対応関係がわかっているかということ
を測定しながら、視線分析を測定するテスト・バッ
テリーの開発を目指しております。

＜スライド 16＞問題指示
テスト例を紹介します。「聞こえてきた発音の文字を

見て、解答番号をタッチしてください。問題は、3・2・
1のキューの後で表示されます。」のように、問題が
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表示されます。

＜スライド 17＞め、ぬ、あ、お
こちらのテスト例は、「日本語ひらがな」の形状認知

をテストするものです。「め、ぬ、あ、お」は形がと
ても似ていますね。＜め（音声）＞と聞いて、どの
文字を間違えて見ているのか視線計測でチェックす
ることができます。

＜スライド 18＞テスト例　聞こえてきたアルファ
ベットの文字をタッチしてください
それでは、アルファベット文字問題を見てみましょ

う。
　「聞こえてきたアルファベットの文字をタッチし
てください。」のように、問題が表示されます。

＜スライド 19＞アルファベット a-z
この問題は、アルファベット順に今並んでるので、

＜m（音声）＞	と聞こえれば、この	m	を選ぶかな
とは思うんですが、実際にどの文字を見ているのか
ということは、問題形式を変えて詳しく確認する必
要があります。

＜スライド 20＞テスト例　（ランダムに配置したア
ルファベット、記号など）
このように、アルファベット文字が記号と一緒にラ

ンダムに配置されていたらどうでしょうか。＜m（音
声）＞、どこをまず見て、最終的にこの	m	に行き当
たるのというところを見たいと思います。

＜スライド 21＞テスト例　ｂ、ｐ、ｄ、ｑ
この問題では、左右対称や上下反転文字など、似た

ような文字を配置しています。例えば、文字の名前
の＜ b（音声）＞と聞こえると、最終的に正解とし
てもどこに視線がいっているのかを検証していきま
す。このテストによって、錯乱肢の文字の組み合わ
せの妥当性を検証することができます。

＜スライド 22＞二枚目の　テスト例　ｂ、ｐ、ｄ、
ｑ
今度は文字の音ならどうでしょうか。＜ b（音声）
＞と聞いたときに、[b] っていう音を、きちんと教
わっていればいいんですけれども、音に対応する文
字がわかるかどうかを見ている問題です。これも、
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前のスライドと同様、正答の文字に似た左右対称や
上下反転文字が錯乱肢となっております。

＜スライド 23＞問題：聞こえてきた単語の番号を
タッチしてください。問題は、3・2・1のキューの
後で表示されます。
＜スライド 24＞サイトワードの例

こちらは、サイトワードの例になります。テスト例　

tab,	bat,	bet,	dat を見ながら、＜ bat（音声）＞
と聞いた時に、正答を選択するまでにどれを見てい
るのかという点を確認する必要があります。

＜スライド 25＞ Thank	you	for	listening!
急いでテスト例をご紹介いたしました。この研究
チームでは妥当性の高いアセスメント開発を目指し
ていきたいと思っております。お気軽にご質問やお
困り事をご相談いただければと思います。ありがと
うございました。

　それでは、次に島根大学の縄手先生にバトンタッ
チいたします。よろしくお願いいたします。
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④ 英語の躓きを検査するアプリ開発　　　　　　　　　　　　												　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縄手 雅彦（島根大学）

＜スライド 1＞タイトル

縄手 ： 皆さんこんにちは。島根大学の縄手です。こ
れまで英語の先生方からのお話で、随分お疲れに
なったのではないかと思いますけども、特に、スマ
ホで参加されている方もおられるようですが、スマ
ホみたいな小さな画面を 1時間以上注視すると相当
脳に負担がかかりますので、ここから少し気楽にご
覧ください。

＜スライド 2＞簡単な自己紹介

私は工学部の人間ですが、なぜこのプロジェクトに
参加しているかについて簡単にお話しします。
　以前はまったく別のことやっていたのですが、
2010 年くらいに学習に困難を抱える児童生徒さん
への学習支援活動というのを開始しました。理系の
私がやるので普通の学習支援ではなく、視覚認知や
注意機能に着目したゲーム形式の学習ソフトを開発
することです。ゲーム形式とすることで、児童の学
習意欲も高まり、かつ、読み書きの能力とか算数の
能力が向上するかということを研究しておりまし
た。
　音韻意識の改善効果があるゲームを開発したり、

ゲーム内に動的な視覚刺激を与えることでADHDの
お子さんの注意を転導させないで画面に集中させる
効果を高めるゲームの開発を行っております。
　その後、2016 年に入ってディスレクシアの早期
発見のためのスクリーン検査の ELC の電子化を担
当しました。それまでボイスレコーダーやビデオを
撮って記録していた発話時間の自動計測を可能にし
ました。また、松江市内の教員と一緒に「ようおん
をよもう」という多層指導モデル（MIM）を活用し
た特殊音節学習アプリを作ったりしました。
　また、鳥取大学が始めた T式という全ての小学
校 1年生の児童の読みの能力を測って、指導が必要
なお子さんに対してはデコーディング指導と語彙指
導をするシステムですが、その語彙指導のアプリを
作って公開したりしてきました。

＜スライド 3＞英語学習支援関係

英語学習支援関係では、2018 年くらいから本日の
講師のお一人の大谷先生と一緒に英語の学習支援ア
プリの開発を始めました。この後紹介しますゲーム
形式のアプリ、この二重音字のような英語でなかな
か難しい綴りとか、母音	+	r	の綴りの能力の向上が
確認できるようなアプリができました。並行して先
ほど大谷先生の方でも言及されていました語順並べ
替えアプリについて、大学院の学生が自分の研究と
は別にで自主的に開発協力し、大学院を出た後の今
も開発を続けてくれております。

＜スライド 4＞単語学習アプリ
この画面にあるような、例えば公園であれば PARK
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の４枚の文字カードを集めて回るというゲームを作
りました。開発にゲーム好きの中学生に協力しても
らったところ、がんがん戦いたいということでモン
スターがたくさん出てくるのをまず作ったら、戦い
ばかりして英語の勉強にならないということがわか
り、モンスター 2体ぐらいということになりまし
た。ただ武器を持っておかないとモンスターと戦え
ないという設定などゲーム的な要素も追加してあり
ます。
　このゲームで遊ぶことで bと d のような鏡文字
の区別などある程度の綴りの向上は見られたのです
が、さっき言った二重音字、digraph の効果があま
り見られなかったため別のゲームも作りました。こ
の画面に出している課題単語は teacher ですけど
も、今見られたように「	e」	と「	a」	のカードをくっ
つけると一つのブロック（ジェリーブロック）にな
るという操作を入れました。こちらは	iPad	アプリ
なので、手でドラッグしてスライドさせて操作しま
す。こういったもので digraph の学習効果も結構出
てきたと思います。
　この英語学習ゲームについては残念ながら論文に
まとめられなかったのですが、説明したような成果
はありました。

＜スライド 5＞英語語順学習

こちらが語順学習アプリの AppStore での紹介画面
ですが、概要としては単語カードを並べ替えて文章
を作るとものです。これは英語教育のどこでもよく
使われている方法ですけども、タブレットを使って
いるのでシャッフルが簡単だし、お片付けもいらな
いので、使うのが楽になるということが利点です。
画面に出ているのは問題作成画面で、教師が自由に
設問を作成することが可能となっています．

＜スライド 6＞今回の取り組み

今回私が参加しておりますのは、さきほど河合先生
が紹介された検査の電子版を開発しようということ
が理由です。我々のグループとしては、これまでAI
を使った表情認識や視線計測などの開発を行ってき
ました。	Tobii	社のアイトラッカーを使えば視線計
測などは簡単にできるのですが、開発キットのライ
センスが高額で、教育現場で気軽に使用することは
難しいと思います。そのため、内蔵カメラやウェブ
カメラで視線計測ができないかということを考えて
おり、機械学習を利用した画像解析から視線を測定
しようとしています。
　更に、測定した視線データからヒートマップや	
GazePlot	も作れるようにしようと考えています。
心理系の分野では解析で着目する領域のことを英語
では	AOI、AREA	OF	INTEREST	、画像処理の分野
では ROI、REGION	OF	INTEREST	といいますが、
そういったAOI 領域を指定してそこの中に視線が滞
留した時間や、出入りした回数なども見えるように
しようとしています。

＜スライド 7＞プロトタイプ開発状況
うちの大学院の学生が今プロトタイプを開発してい
ますが、その開発中のものをこれから紹介します。
作業のステップとしては視線のキャリブレーショ
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ン、テスト中の顔画像の録画、後処理での視線方向
推定、キャリブレーションデータを用いた視線座標
計算となっています。現状リアルタイムではできい
ため、視線推定は後処理となってしまいます。別の
アプリを用いてヒートマップや	GazePlot	などによ
る解析を行う形式となります。

＜スライド 8＞キャリブレーション（略）

検査および視線計測システムですが、現時点では一
応、このような 4つのステップに対応する４つのボ
タンを用意しています。最初に名前を入れて今キャ
リブレーション開始です。
　システムが起動すると「顔をこの枠内に入れてく
ださい」と指示が出ますので、顔位置の調整をまず
行います。続いて Tobii	のアイトラッカーでも使っ
てるようなキャリブレーションです。移動する白い
丸を追視することでキャリブレーションを行いま
す。

＜スライド 9＞テスト中の顔画像計測（略）
ここで紹介する動画はさきほど河合先生が紹介され
ていたテストのデモ版の一部を使って、実際に測定
したものです。UNITYというゲーム用の開発環境を
使ってこのテストを作りました。動作が重くて操作
感が今一つですので、これは改善する予定です。こ
のような検査項目が画面に出ていますが、その回答

作業中の顔画像をここでは計測しています。
　今の段階で表示される文字がUDフォントになっ
ておりません。申し訳ありません。

＜スライド 10＞視線計測（後処理）

検査の後で実際にさきほど録画した画像から視線を
計測するということをやっています。ここで被験者
は別の人物に変わっています。顎台を使用するなど、
頭部をなるべく固定した状態で録画した画像から視
線方向を分析します。

＜スライド 11＞補正作業（アフィン変換）

最後にキャリブレーション結果を用いて最終的な視
線の計算を行います。皆さんに使ってもらうのでし
たら、このような４つのステップに分ける必要はな
いので、これらを一体で操作できるものでないと駄
目だと思います。さきほど記録したデータが CSV
ファイルになっているので、その CSV ファイルを
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選択して処理していきます。
（スライド内動画）
　実際の画面はこの四角の部分ですが、視線座標は
随分はみ出してるので、まだ現段階では補正しきれ
てない部分があります。

＜スライド 12＞視線解析（まだまだ途中）

最後にその視線移動がどうなっていたかを見ます。
以前に研究室OBが作ったアプリを流用できないか
を考えていて、今画面にお見せしているのはそれに
データを入れてみたらどうなったかというもので
す。
（スライド内動画）
　視線座標データが入った CSV ファイルを解析ア
プリにドラッグすると、その時の動画が出てきて、
そこにヒートマップが表示されていきます。これは
動画対応のヒートマップ作製アプリだったので、一
定時間経つと視線情報が消えてしまい蓄積しないと
いう仕様なので、今回の検査に合わせて各検査画像
と対応させるために修正を加えていく予定です。ボ
タン操作で表示させるプロットを変更することが可
能です。画面は今	GazePlot	に切り替わりましたが、
どこを見ていたかを逐次表示しています。さらに今
度見えているのはプロットライン表示です。ここま
でのデータがずっと蓄積されているので、特定の検
査ごとの視線が見えていません。先ほども述べまし
たが、これも実際には問題になるものですので修正
します。

＜スライド 13＞今後の課題
ここまでご覧いただいたようにまだ完成品ではない
のですが、今後の課題としては視線計測の精度を向
上させることと解析アプリインタフェース開発、検
査の iPad 版への移行ということを考えています。

＜スライド 14＞視線計測の精度

現在では、画面サイズをこの左側の画像のサイズと
すると、この市松模様ぐらいの座標識別しかできま
せん。この精度ではもうちょっと細かい、単語の中
の各文字との対応ができませんので、せめて右側の
ような精度にするためには、iOS（	iPad）に移行す
る必要があると考えています。

＜スライド 15＞ iPad 版への移行

iPad	で使用している iOS では Apple	社が内蔵カメ
ラ画像から視線を取得する開発キットを搭載してく
れているので、それを使うことによってこの図に示
しているように視線方向を自動で計測できるようで
す。なお、この機能は視線入力のためのものなので、
iPhone	上のアイコン選択ができるぐらいの分解能
はあるということです。
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＜スライド 16＞解析ソフトの改良

今日お見せしたこの左側のものは、肢体不自由のお
子さんの視線入力トレーニングのためのゲームをし
ているところを見るヒートマップです。ゲームとい
う動画上の視線を解析する必要があることからヒー
トマップにおける視線情報が一定時間ごとに消えて
いくというもので、このままでは使えません。右側
はまた別の視線解析ツールですが、高齢者の心の理
論課題遂行中の視線計測を行った結果、認知的な能
力が落ちている高齢者の視線がばらつくという結果
が分かりました。その際に解析用に開発したもので、
この四角のようなAOI を指定して、この中にどのぐ
らい視線が滞留したかということを分析できるもの
です。
　そこで、この 2つを統合していくということを
検討しています。もちろん操作インターフェースが
非常に重要です。今日ご参加の皆さんがどういうス
キルを持っておられるかわかりませんが、これまで
学校の先生方と教員免許更新講習を通して関わって
きましたが、大体言えることは学校の先生の多くは
IT嫌いなので、相当いいインターフェースを作らな
いと使ってもらえないということになるかと思いま
す。

＜スライド 17＞開発ロードマップ

解析ソフトの改良は秋ぐらいに何とかしたいと思っ

ています。視線計測の精度検証も秋にはやりたいと
ころです。来年には iOS に計測全体を移行していき
たいと考えています。

＜スライド 18＞ご精聴ありがとうございました

私の方からは以上です。皆さんがすぐに使えるも
のっていうのは、まだ相当そうですので、もうちょっ
とお待ちください。河合先生、以上です。
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3．参加者からのQ&A

河合 ： 縄手先生、現在開発中の大変貴重なものを見
せていただきまして、ありがとうございます。
　4名がリレー形式でそれぞれの話題についてお話
しさせていただいたんですけれども、本日せっかく
の機会になりますので、ご参加の皆様からチャット
から、あるいは、手を挙げてご質問いただきたいと
思います。我々 4名が関連する内容を適宜、回答で
きればと思っておりますので、ご遠慮なくご質問い
ただきたいと思います。
　本日の参加者は、小学校・中学校、それから大学
の研究者の先生方、あるいは民間教室の先生方、保
護者の方がたくさんお越しになっていただいてると
いうことで、我々は非常にありがたく思っておりま
す。

河合：それでは最初の質問です。「高校1年生、進学校、
40人一斉の授業の中で一人の生徒が」「マルチタス
ク。口頭だけの指示が難しい、他の教科もそこまで
得意ではないけれども、英語ではディクテーション
をしてもカタカナはできるけど、英単語にすること
が難しい。更に単語を覚えることも非常に難しいと
いう生徒がいます。こうした状況の中で何が苦手か
を把握して、その子に合ったサポートをするにはど
うすればいいんでしょうか。どのような手順が考え
られますか。」はい、これは、まさに皆さん、お聞き
になりたい状況かなと思います。まず、村上先生い
かがでしょうか。

村上 ： はい。そうですね、担任の先生がお気づきに
なっている、生徒の「弱み」というのは大体当たっ
ていると考えています。ただ、その原因がどこにあ
るのかまではわかりません。聞いたことを理解して、
それをすぐに行動にするのが弱いのか、あるいは聞
いた言葉の意味を理解するスピードが遅いのか、ワー
キングメモリの弱さがあるのかなど、いろんな可能
性はあると思います。そこが明らかにならなければ
適切な指導は難しいので、私でしたら、学校の特別
支援専門家に繋ぐというのは一つの案かと思います。
そのお子さんの認知的な弱さが学習にどう影響して
いるか。ここがわかるだけでも、随分とアドバイス
が具体的になってまいります。決して障害であると

かないとかではなくて、その凸凹具合ですね。表面
的には見えてない部分を、専門家に指摘してもらう
ことが指導の方針や選択をする上で大切です。
　もう一つですが、ディクテーションでカタカナは
できるというところなんですけれども、そうですね、
これは先ほど申し上げましたように、音から文字へ
の変換ができてない、とすると、私でしたらその音
は正しく認識できているかをまず確認いたします。
日本では、英単語にローマ字と片仮名でふりがなを
振ったりしてしまうのですが、英語の習得を考える
ととても危険なことです。先程の	Wydell と Snowl-
ing	の図で言うと、本来、英語のアルファベットは
音素に対して音素をくっつけないといけないのに、
日本語音節をくっつけちゃっている訳ですね、文字
に。そうすると当然ですが、スペリングの際には余
計な母音がついてきたり、母音が脱落したりして当
たり前なんです。
　これも子どものせいではない。指導の問題です。
なので、英語指導は何を大切にするかというと、や
はり英語の音声を何よりも大切にしてほしいと思っ
ています。トップダウンでの意味理解だけでなく、
文字のレベルで音素を認識できるか、発音もできて
るか、そうした基礎的なスキルの確認が大切です。
それらが習得できてなければ、やはり 1文字 1音レ
ベルからフォニックスを使ってきちんと文字と音を
くっつけるといった指導、これは誰にとっても欠か
せないだろうなと思っています。

河合：村上先生ありがとうございます。高校生はラー
ジクラス、大勢の人数が一つのクラスに入ってるん
ですけれども、ひょっとすると、その一人のお子さ
んだけではなく、例えば、音素だけを先生が発音して、
例えばさっきみたいに	[b]	とやった時に文字に書か
せてみますっていうようなことを、まずちょっと全
員にやらせることによって、本当にどれぐらいの子
ども達が英語の音素を知覚できているのかというこ
とをされるといいのかなというふうに私も思いまし
た。はい、ありがとうございます。

　次の質問です。「下位スキルの形成はどれぐらいの
年齢までにされると、その後の上位スキルの形成に
良い影響を与えるのでしょうか」という質問です。
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下位スキルは、色んな項目を丁寧にチェックする必
要があります。例えば、その前の段階：ロゴグラフィッ
ク段階について、千葉大学の物井先生が先日の JES
（小学校英語教育学会）の発表で、年長さんから小学
校 1年生に英語文字を形状として認識できているか
というテストをされた結果、日本語母語の子どもの
場合、幼稚園から小学校 1年生でロゴグラフィック
段階を通過してるのではないかという結果を示され
ています。その段階の次に、下位スキルのアルファ
ベット文字の認識についても、アルファベットの文
字の名前読みができているんだろうかというような
点を丁寧に見ていく必要があります。ただ、一つ大
きな問題は、小学校で教えているかいないか、つま
り指導の有無によっても、結果がだいぶ変わってき
ますので、その点については、例えば、大谷先生は
どうですか。下位スキルのテストを小学校でされて
る例とか。

大谷 ： 下位スキルのテストをしておられるとこはあ
ると思うんですけども。

河合 ： はい、村上先生にも聞いてみましょうか。

村上 ： 下位スキルの獲得は、年齢も関係してくると
ころです。例えば音韻意識では、母語話者でも 9歳
ぐらいまで音素意識の獲得にかかる。日本語音節よ
りも時間がかかるのです。なので、音韻意識大事だ
からといって、「じゃ小学 1年生からやりましょう」
となったとしても、授業時間も限られており、その
学年で音素意識の練習をすることが妥当かどうかに
ついても考えないといけないでしょう。
　音韻意識は、最終的には文字との接続で音素が必
要ですが、読みには音節などの大きい単位も重要で
す。なので、簡単な音節やライムの練習から始め、
だんだん小さい単位の練習をする方が、小学生には
難易度的にも無理なく習得しやすいでしょう。繰り
返しますと、小学校ではまずは音節やライムを中学
年で音遊びなどで慣れ親しみ、そこから高学年に向
けて徐々に音素操作ができるようにしていく。この
ような流れはできるでしょう。高学年では文字への
意識も高くなり、メタ認知力も上がってきますので、
フォニックスで音と文字を接続するには良い年齢だ

と思います。
河合 ： はい、ありがとうございました。
それでは質問が続々と来ておりますので、いきましょ
う。「村上先生、Aさんに対する支援をもう少し具体
的にお聞きしたいです。書ける単語はその後増えま
したが、定期テストや入試での配慮はありますか。」

村上：はい、Aさんに関してはアセスメントのみ行っ
た生徒さんですので、指導はその後していません。
アセスメントのあと、彼女は「自分は何で躓いてる
か分かった！」ってとても泣いていました。自分が
何を知らなかったのかということが分かった、努力
不足が原因じゃなかった、頭が悪いわけでもなかっ
た。躓きの要因がわかったことでずいぶんと不安が
減ったようです。そこからですね、アプリを教えま
して、それはフォニックスのアプリなんですけれど
も、彼女はそれを「やってみる！」って言っていま
した。このように、支援とまではいかず、音から文
字をフォニックスレベルでもう一度やってみようと
アドバイスしたまでです。

河合 ： はい、ありがとうございます。それでは次の
質問です。「高学年でアルファベットすら不正確な子
どもが少なくないですね。」本当ですね。「ローマ字
指導を 50音で発音しながら、キーボード入力を課
題にしていましたが、英語発音上問題があります。」
はいそうですね。「アルファベット指導の際、レター
ネームとレターサウンドとどちらから指導をすべき
ですか、合理的な指導法はありますでしょうか」っ
ていうことなんですけれども、海外、英語母語圏で
はアルファベットの文字の知識の方が先に発達する
と言われております。それでは、文字の名前だけを
先に指導しているかというと、例えば幼稚園みたい
なところではアルファベットジングルみたいなこと
をする、音遊びをしてネームのレターを出しながら、
音素も一緒に触れるという感覚でやっています。例
えば、村上先生の実践ですとか、私も小学校に行っ
て実践なんかをする時には、どっちも両方同時期に
やっています。A、[{]、apple、B、	[b]、bear	みた
いなそのところですね。それをやることによって、
日本人の子どもは、日常生活の中で日本語以外の言
葉の英語に浸る環境にはないので、英語の授業内で、



35

それを触れるためにも、授業ルーティンとして毎回
やる必要があると思います。

河合：「合理的な指導方法っていうのがあるんですか」
ということですけれども、先に先生への質問に移り
ます。縄手先生、「開発された今のゲームはどこで入
手可能ですか」とのことです。

縄手 ： チャットの方には書いておいたのですが、
RPG風のゲームはダウンロードできます．ですが，
問題が固定されているので、中身の問題を変えたい
というご希望があれば御相談ください。

河合 ： ありがとうございます。じゃあ、次に「ワー
キングメモリが低いと思われる中 2のお子さんを指
導しています。規則的な音は覚えられるのですがサ
イトワードになると覚えることが困難になっていま
す。効果的なアプローチはありますでしょうか。」こ
れは大谷先生か、村上先生いかがですか。

村上 ： 恐らくその生徒さんは、規則的な単語だけ
ではなくて、長い単語も苦手だろうなと思います。
ワーキングメモリには個人差があるので、ワーキン
グメモリが低いといってもどの程度かはわかりませ
んが・・・。また、文字と音を変換しにくかったり、
文字音を思い出すのに時間がかかる人もいます。サ
イトワードが苦手ってというのは、もしかすると、
文字の組み合わせを覚えることが苦手なのかもしれ
ません。指導では、例えば、文字と形を何かこうイメー
ジ化して、それと音をくっつけたり、意味もちょっ
と関連させていく工夫ができます。単語に含まれる
文字が全部読めないという訳ではないでしょう。読
めないのは一部だけみたいなことがほとんどだと思
うんですね、フォニックスを使ったら。ですから、
その読めないところだけ、その子の得意なスキル、
たとえばイメージを使うですとか、語呂合わせをす
るとか、そうしたものを使ってそこだけ覚えるとい
うアプローチも考えられるんじゃないかなと思いま
す。

河合 ： 大谷先生は、いかがですか。

大谷 ： そうですね。規則的な音は覚えられると」い
うことなので、サイトワードについては、先程村上
先生が言われたように、そのお子さんが覚えやすい
方法を試してみられるのがよいかと思います。それ
こそ私が見ているお子さんで、綴りが覚えやすい歌
を作ってみたり、物語を作ってみたり、形のどこか
が思い出すヒントになったりと、きっと、そのお子
さんなりの覚えやすい方法があると思います。お子
さんに、どんな風にしたら覚えやすい様、覚えられ
るような気がするとト聞かれると、一緒によりよい
方法が見つけられることが多々あると思います。で
すので、個のお子さんにも、きっとご自分にあった
方法が何かあるのではないでしょうか。

河合 ： はい、ありがとうございます。やっぱり子ど
もの特性にもよるということですね。ありがとうご
ざいます。はい、それからですね。「大谷先生より海
外での教室内での支援の写真を見せていただきまし
たが、国にもよるかと思いますが、海外ではディス
レクシアを含む発達障害を持つ生徒は、日本のよう
に通級や特別支援で分けず、同じ教室でインクルー
シブ教育を受けることが当たり前なのでしょうか」
とのことです。

大谷 ： そうですね。海外、特にイギリスについては、
本日参加して下さっている山下先生に伺うのが一番
よいかと思いますが。

河合 ： そうですね、本日、山下先生が御参加されて
いますね。でも、大谷先生、まずさっきの写真のお
子さんの様子をお願いします。

大谷 ： 別にさっきの写真はディスレクシアの子では
ないんですね。

河合 ： はい、ただ、発達障害で耳をふさいでるって
いうところのお子さんはいらっしゃいましたね。

大谷 ： そうですね。あの写真はフィンランドの小学
校なんですけど、アメリカでも同じように、通常の
学級に、イヤーマフやノイズキャンセラー等がおい
てあって、使いたい人は、いつでも使えるようになっ
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ていました。私が見学した教室ではディスレクシア
のお子さんも一緒に学んでおられましたが、ディス
レクシアの子どもさんを対象にした学校もあります。
それは親や子どもで選べるかなと思います。イギリ
スのことは山下先生にお伺いするのが一番いいかな
と思います。もしよろしければ。

河合 ： はい、山下先生、いいですか。ありがとうご
ざいます。

山下 ： はい。今日は突然で。ありがとうございます。
イギリスの特別支援学級で勤務している山下と申し
ます。通常は障害のあるお子さんも通常の学級で学
ぶっていうのが基本です。ただ、イギリスにももち
ろん独立支援学校はありますので、重度のお子さん
はそちらで学ぶってことになっております。
　ただ、最近、その特別支援学校の方の人数がどん
どんどんどん増えてしまって、なかなか学校に行く
ことができない、入れない子も増えてきてるってい
うこともあり、通常の学校でも特別支援学級がない
とかなり学びが難しいなっていう子が出てきている
のが現状です。今までであれば、子どもみんな一緒
に学ぶけれど、最近は、ちょっと日本のように特別
支援学級をつくってそちらで学ぶっていうことも増
えてきています。子どもと学校の数によって変わっ
て来ているなというのを感じております。以上です。

大谷 ： 山下先生。突然お伺いしたにも関わらず、丁
寧にお答え下さり有難うございました。

河合 ： はい、ありがとうございます。今、学習障害、
発達障害のお子さんを含むとおっしゃったんですけ
れども、通常学級には色んな子どもがいますので、
例えば聴覚が非常に弱い子どもについては、アメリ
カとかに行きますと、特別支援学校、いわゆるろう
学校のタイプもありますし、そんなに重度まで行か
ないお子さんたちは普通の通常学級の中で、インク
ルーシブに聴児とともに一緒に学んでいるという事
例もたくさんあるようです。
　はい、ありがとうございます。それではですね。
中 1の学習障害の子どもがいる保護者の方からのご
質問です。ありがとうございます。「2学期以降、合

理的配慮で国語の読み上げを定期テストでしていた
だく予定です。英語での読み上げはできないと言わ
れましたが、やはり難しいのでしょうか。」大谷先生、
合理的配慮の点についていかがでしょうか。

大谷 ： できないと言われた理由がきっとあると思う
のですが、今、中学校では教科の中で最優先で、英
語にはデジタル教科書が入ってきています。デジタ
ル教科書には、ほぼ読み上げ機能がついています。
ただ、ご質問があったのは定期テストですね。おそ
らく、その学校では英語の試験での読み上げが過去
に例がなく、色々と情報を集めたり試行錯誤を繰り
返しておられるかもしれませんね。授業ではなくテ
ストなので、慎重になっておられるのだと思います。
入試についても、自治体によって対応が異なります。
学校も一度には対応できないかもしれませんが、今
ICT を使うと本当に色々な事ができるので、保護者
さんの方からも、他の学校の例や具体的な ICTの使
い方などを、情報提供されてもよいかもしれません
ね。学校のご事情もある、市町村のご事情もあると
思いますので、私が言い切ることは出来ないのが申
し訳ありませんが、少しずつお話を進めていかれる
とよいかと思います。

河合 ： ありがとうございます。続けて大谷先生に質
問なんですが、「「心的辞書」ですね。mental	 lexi-
con	ですかね。そこについてお話しいただけるとあ
りがたいです」とのご質問です。

大谷 ： ざっくりなんですけど、辞書というと、いわ
ゆる出版社等が出している辞書をイメージすると思
います。それに対して、個人が自分で学んで、自分
の中で蓄えているものがありますよね。英語のどの
技能であっても、自分の中で蓄えている単語や表現
等を取り出してきますが、それを、ざっくり言うと
心的辞書と捉えて頂いてよいかと思います。

河合 ： 大谷先生、さらにすみません、もしよろしけ
れば、「最後の方に少し、「UDL：学びのユニバーサ
ルデザインのオプションの活用についてのお話が、
後半駆け足でしたので、もしも可能でしたら、詳し
く教えていただけるとありがたいです」とのことな
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んですけれども、あのスライドをもしよろしかった
らもう一回共有いただいても大丈夫ですか。

大谷 ： 勇み足で申し訳ありませんでした。今、時間
は大丈夫でしょうか？

河合 ： 大丈夫です。

大谷 ： そうしましたら共有しますね。大谷です、先
ほど端折ってしまって申し訳ありませんでした。

＜スライド＞支援オプション例

基本的に「オプション」についても説明が足りませ
んでした。一つの学級の中で例えば 30 人 40 人い
る中で、例えば書くのに困ってる子がいるとか、な
かなか覚えることが難しい子がいるといった場合
に、その子どもさんの支援としての工夫が、オプショ
ンになることがあります。
　先程あげた例ですが、少し詳しくお話させていた
だきます。英語の理解だけでなく書くことも苦手な
子どもさんで、ワークブック上で単語を正しい語順
で並び替えて書く、という活動に、なかなか向かう
ことができませんでした。理解も難しいし、書くこ
とも苦手なので、書いてもぐちゃぐちゃになるし自
分でもよく読めない、また、それを消しても一層き
たなくなってしまう、というところから、iPad	上に
言葉が並べてあって、それを指で操作して並べ替え
るだけだったら、書くことはせずに進めることがで
きる。加えて、修正も簡単にできる、ということで、
このようなアプリを、繩手先生の研究室の院生に開
発していただきました。このiPadを初めて使った時、
「こんなアプリがあるんだけど、使いたい人は取りに
来ていいよ」と先生が言うと、その子供さんは一番

に走って取りにいき、すごい勢いで並べ替えを試し
ていました。正しい理解については、机間巡視の先
生が手伝ってくださっていましたが、最終的にテス
トの前までに、理解はできるようになりました。
　このように、子どもに合わせて何ができるかって
いうことを選択肢として提供する、そしてその子だ
けでなく、そのクラスでだれもが使っていい、とい
うのが、オプションの考え方になります。先にお話
ししたミニホワイトボードも、「ここにミニホワイト
ボードがあるから、聞いたり書いたりする時に、プ
ラスになるようだったら使っていいよ」という風に、
そういう選択肢の出し方をして、それを闇雲に出す
のはなくて、この子に多分こういうものが必要かな
というものを先生が準備されて、子ども全体にそれ
を提供されて、これが役に立つ人は使っていいよと
いう風な感じで進めていきます。
　ですのでホワイトボードも、絵を描く子やら文字
を書く子やら、書き方もいろいろですし、あと例え
ば、先ほどの話す時に、まず何を話していいか分か
らないというところから困る子がいるので、そうす
ると例えば、材料をオプションとして提供する。材
料は出てきたけど、それをどうやって組み立てても
分からないという子供がいる場合は、組み立て方の
例や、例えば	Thinking	map	を選択肢を出しておく
ことも可能です。また、考える時も、一人で考えた
い人、ペアで考えたい人、先生に聞きたい人と、オ
プションを提供し、子どもたちがそれぞれに考えや
すい体制を選ぶ、というようなこともできます。
　このような実践は、既にしておられる先生がたく
さんおられると思います。それは、UDLの中では「オ
プション（選択し）」と呼ばれ、板書を写すのが苦手
だったら、板書を写真に撮って、それを横に置いて
書くとか、手書きが難しかったら、タイピングさせ
るとかっていう風な、もちろん子どもありきで、こ
の子に、こういうことがあったらいいかなというこ
とを準備しながら、それは学級の誰もが使うことが
できるというアプローチです。

＜スライド＞罫線なしとあり
大谷 ： これは先程もお示ししましたが、ワークシー
トのオプションの例です。罫線があった方がいい人、
ないほうがいい人、また、罫線が拡大されたものも
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準備されることもあります。初めは、準備が大変と
思われがちですが、一度準備されるとで、特に端末
に入れてしまわれると、昔ほど刷ったりという苦労
もないかなと思います。

＜スライド＞ 8年生　単語トレーニング

大谷 ： これは先生から、「いつも使っているワーク
シートで、単語がなかなか覚えられない生徒さんが
いる」というご相談を受けて、視覚的に絵をつけて
みては、というアドバイスをさせて頂きました。ワー
クシートの表面はこれまで通り、英語と日本語の対
応、裏面だけ、絵が加わっているという感じです。
これも、オプションとして、子どもが使いやすい方
を選ぶ、ということになります。また、単語を覚え
る量も優先順位をつけ、まず優先順位の高いものか
ら、というオプションもありました。

河合 ： はい、大谷先生、オプションについてありが
とうございます。非常に分かりやすかったです。は
い、それからコメントをいただいております。「この
ような夏休みの平日にたくさんこのような機会を勉
強会のようなことをしていただけるとありがたいで
す。長期休暇の、土日はなかなか時間をとるのが難
しいので平日だと助かります。ありがとうございま
す」というコメントをいただきました。はい、ぜひ

考えていきたいと思います。ありがとうございます。
それから、また、大谷先生、今の島根大学附属小学
校中学校の見学の機会はあるんでしょうか。公開授
業とかっていうご質問ですが。

大谷 ： はい、あります。11月 24日金曜日、勤労感
謝の日の次の日です。島根大学附属が支援を軸に公
開授業いたします。小学校から 1本、中学校から 1
本授業を出し、そのあと協議となります。島根は、
ちょっと遠いですが、是非いらしていただければと
思います。

河合 ： どなたでも入っていいんですね？

大谷：もちろんです。近いうちに島根大学附属のホー
ムページに申し込みサイトができると思います。

河合 ： そうなんですね。はい皆様、そのようです。
11月 20…もう一回日にちをおっしゃっていただい
ていいですか。

大谷：11月24日金曜日、勤労感謝の日の次の日です。

河合 ： 24 日だそうです。ありがとうございます。
　はい、大谷先生の話の続きなんですが、「『子ども
に合わせて何ができるか』を考えて、それはその子
にだけでなく、全体に提供すること、そしてそれを
子ども自身に選択させることが大事であるというこ
とを再確認しました。」はい、ありがとうございます。
はい大事だと思います。ありがとうございます。
　あと、もう少しお時間がありますけれども、ご質
問はないでしょうか。
　はいそれではですね。今回は本当に私たちもたく
さんの参加者にご登録いただきまして、本当に驚き
喜んでおります。驚きと共に喜んでおります。あり
がとうございます。それだけニーズが大変あるのだ
なということも実感しております。具体的に保護者
の方からも意見がございましたし、先生方からもご
質問がありましたように、いろんな現場の状況、あ
るいは保護者の方どう感じていらっしゃるのか、お
困りのことは何であるのかというようなことを我々
も知ることができました。そして、本当に困ってい
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る子どもたちを私たちは助けたいという思いがあり
ますので、何ができていて、何ができていないのか
ということを、細やかに検証していかなくてはいけ
ないと切実に感じております。
　日本では、残念ながらまだ小学校だけはどうかな、
中学校だけはどうかなっていう校種別の検証を多く
の先生方がこれまで検証されてきたんですけれども、
新しい教育課程、新学習指導要領になってから、ど
うやら多くのことをたくさん詰め込みすぎていて、
特に英語については、子どもたちが困っている状況
になっているってことを大変実感していて、小中接
続を意識した指導体系もさることながら、どういう
ところで子どもが困難を感じているのかということ
を確認する必要があると思います。
　今アンケートを皆様方にチャットで送信しておき
ましたので、ぜひともご回答のほどご協力のほどお
願いします。個人情報をきちんと遵守いたしまして、
情報が漏れないように私たちの方で最善の努力をい
たしますので、どうぞご安心ください。

河合 ： もう一つ質問が出ています。「漢字学習に躓い
ているお子さんは英語学習に躓くことが多いでしょ
うか。」はい多いと思いますが、漢字の方はですね、
視覚認知がかかわってきますよね。村上先生もいか
がですか。

村上 ： そうですね漢字も読めるけど書けないってお
子さん。それとも読みも書きも両方できないという
お子さん。これによっても違います。で一番多いの
がやっぱり読めるけど書けないってお子さんですね。
形状を思い出せない。そうした場合、漢字に比べて
アルファベットって非常にシンプルな形をしている
ので。また、数がすごく限られているので、教え方
によってはアルファベットの形状はきちんと入って
いきます。
　ですがスペリングで躓きます。これは日本では形
状や文字列を視覚的に暗記する前提となっています
が、それでは躓いてしまいます。文字数が多いほど
正確には思い出せませんよね。だけれども音から文
字への変換は、もし平仮名が読めてるのであれば、
フォニックスによって十分習得していくことは可能
だろうと思ってますし、実際よく読んだり書いたり

できるようになっています。

縄手 ： ちょっといいですか。

河合 ： はい、縄手先生、お願いします。

縄手 ： 漢字の前の片仮名がどうだったのかというの
はちょっと気になります。平仮名は何とかクリアで
きても片仮名はなかなか難しいというお子さんがい
て、そういうお子さんが漢字書字にうまくつながら
ないケースがあります。カタカナが苦手なお子さん
ですが、平仮名よりもカタカナのが画数が少なかっ
たり線が短かったりするのですが、逆に特徴量が少
ないので覚えにくいという場合があります。
　それと関連して，アルファベットも線の長さが短
いため特徴が少ないと言えます。棒の右に丸、左に丸、
棒の上も右側に丸、左に丸、というような、そういっ
たグラフィックで覚えることもある程度の効果はあ
ります。だから漢字のどこの躓きなのかが重要です
ね。その前の片仮名で躓きがあると、漢字の前にも
うちょっとしっかりやらないといけないのかなと思
います。

河合 ： はい、ありがとうございます。先ほどちょっ
とテスト例に出したと思うんですけども、すみませ
ん、漢字は入れてなかったんですが、似通った平仮
名を入れてました。それを例えば視覚で、聴覚でま
ず「め」と聞いた時に目の視線がですね。「め」の方
向に行けばいいんですけれども、「ぬ」と間違える可
能性もありますし、そういったような形状認知のこ
とが関わってくるかなというふうにも思いますし、
形状認知とあと視覚認知ですね。色んなところでこ
の子にはこういう特性があるから、英語学習におい
てもこんなことがちょっとこう予想されるというよ
うなことも一応早期、いわゆる躓きを早期発見する
ためのバッテリーも、私たちは開発が必要だと思っ
ています。そのためには、英語だけを見ているので
はなく、日本語エラーもきちんと丁寧に見ていく必
要があると思っています。ありがとうございます。

河合 ： はい、それではちょうどいいお時間になった
のですが、先生方の方でも一言言っておきたいとい
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うことがあればお願いします。大丈夫ですか。はい、
ありがとうございます。それでは先生方あるいは保
護者の方々、本日は本当に多くの皆様方にお集まり
いただきまして、ありがとうございます。ぜひとも
アンケートの方に回答をお願いいたします。
　今、リクエストにありましたが、こういうセミナー
というか勉強会を定期的に開いて、現場の先生方、
あるいは保護者の方々、研究者の方々、ネットワー
クをつくって少しでも子どもたちを救っていけるよ
うにしたい。子どもたちは、英語が話せたらやっぱ
りうれしいし、書けたらうれしいし、読めたらうれ
しいしっていうそういった学習に導いていくような
手だてを、我々の方から提供できるように研究にい
そしんでいきたいと思っておりますので、御協力を
お願いいたします。本日はお集まりいただきまして、
ありがとうございました。
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